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平成２８年第４回熊野町議会定例会 

会議録（第１号） 

 

１．招集年月日  平成２８年１２月１３日 

２．招集の場所  熊野町議会議場 

３．開議年月日  平成２８年１２月１３日 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

４．出席議員（１６名） 

    １番 尺 田 耕 平     ２番 竹 爪 憲 吾 

    ３番 立 花 慶 三     ４番 諏訪本   光 

    ５番 沖 田 ゆかり     ６番 片 川   学 

    ７番 時 光 良 造     ８番 民 法 正 則 

    ９番 荒 瀧 穂 積    １０番 大瀬戸 宏 樹 

   １１番 藤 本 哲 智    １２番 山 野 千佳子 

   １３番 久保隅 逸 郎    １４番 中 原 裕 侑 

   １５番 馬 上 勝 登    １６番 山 吹 富 邦 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

５．欠席議員（０名） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

６．地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名 

      町 長         三 村 裕 史 

      副 町 長         内 田   充 

      教 育 長         林     保 

      総 務 部 長         岩 田 秀 次 

      民 生 部 長         清 代 政 文 

      建 設 部 長         沖 田   浩 

      教 育 部 長         民 法 勝 司 

      総 務 部 参 事         石 井 節 夫 

      総 務 部 次 長         宗 條   勲 

      民 生 部 次 長         光 本 一 也 
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      建 設 部 次 長         奥 野 哲 哉 

      教 育 部 次 長         横 山 大 治 

      企 画 財 政 課 長         西 村 隆 雄 

      商 工 観 光 課 長         時 光 良 弘 

      税 務 課 長         立 花 太 郎 

      高齢者支援課長         加 島 朋 代 

      住 民 課 長         堀 野 辰 夫 

      子育て・健康推進課長         隼 田 雅 冶 

      生 活 環 境 課 長         堂 森 憲 治 

      都市整備課長代理         穂 坂 俊 彦 

      開 発 指 導 課 長         林   武 史 

      上 下 水 道 課 長         寺垣内 栄 作 

      生 涯 学 習 課 長         藤 川 千 浪 

      会 計 課 長         光 本 琴 音 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

７．本会議に職務のため出席した者の職氏名 

      議 会 事 務 局 長         三 村 伸 一 

      議会事務局書記         小 川 征一郎 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

８．議 事 日 程（第１号） 

     開 会 宣 告 

 日程第 １ 会議録署名議員の指名 

 日程第 ２ 会期の決定 

 日程第 ３ 諸般の報告 

 日程第 ４ 所信表明 

 日程第 ５ 一般質問 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

９．議事の内容 

（開会 ９時３０分） 

○議長（山吹） おはようございます。 
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  議員の皆様におかれましては早朝より大変お疲れさまでございます。また、傍聴者の

皆様方には、いつも町議会を傍聴いただきまして、まことにありがとうございます。今

後ともよろしくお願いいたします。開会までいましばらくお待ちいただきたいと思いま

す。 

  ただいまの出席議員は１６名です。定足数に達していますので、ただいまから平成２

８年第４回熊野町議会定例会を開会します。 

  これから本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程はお手元に配布したとおりです。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） これより日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  本定例会の会議録署名議員は、会議規則第１２５条の規定により、１０番大瀬戸議員、

１１番藤本議員、１２番山野議員の３名を指名いたします。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） これより日程第２、会期の決定を議題とします。 

  お諮りいたします。本定例会の会期は、本日より２２日までの１０日間にしたいと思

いますが、これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（山吹） 異議なしと認めます。よって、会期は本日より２２日までの１０日間と

することに決定いたしました。 

  これより議案等の説明を求めるため、町長、その他の関係職員の出席を求めます。 

  暫時休憩いたします。 

（休憩 ９時３１分） 

（再開 ９時３２分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 休憩前に引き続き、会議を再開します。 

  これより日程第３、諸般の報告を行います。 

  事務局長より報告させます。事務局長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議会事務局長（三村） 諸般の報告をいたします。 

  ９月１８日、熊野町敬老会祝賀式典が熊野町民会館で行われ、議長が出席し、祝辞を
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述べました。 

  ９月２０日、総務厚生委員会が開催され、筆の里工房の周辺整備、くまの・みらい交

流館付近の大型遊具の設置の状況について行政報告を受けました。 

  ９月２２日、筆まつり筆供養式典が開催され、議長が出席し、祝辞を述べました。 

  ９月２８日、仙南・亘理地方議長会が、「伝統産業の振興と地域ブランド化」、「議

会改革の進捗状況」についての視察研修のため来庁され、議長と副議長が出席しました。 

  同日、議会広報特別委員会が開催され、「くまの議会だより第１００号」の記事校正

を行いました。 

  ９月３０日、海田町町制施行６０周年記念式典がサンピア安芸で行われ、議長が出席

しました。 

  同日、産業建設委員会が開催され、熊野町都市計画マスタープランや都市計画道路の

状況等について行政報告を受けました。 

  １０月３日、議会広報特別委員会が開催され、「くまの議会だより第１００号」の記

事校正を行いました。 

  １０月７日、議会広報特別委員会が開催され、一般質問原稿の取り扱いやくまの議会

だよりの編集基準の見直しについて協議を行いました。 

  同日、総務厚生委員会が開催され、所管事務調査における質疑事項の整理について協

議を行いました。 

  １０月１４日、議会広報特別委員会が開催され、「くまの議会だより第１００号」の

最終校正を行いました。 

  １０月１５日、第４９回筆の都くまの町民文化祭が町民会館で開催され、議長が出席

し、祝辞を述べました。 

  １０月１８日、総務厚生委員会が奈良県宇陀市を訪問し、「健幸都市ウェルネスシテ

ィ構想、市民総参加で取り組む健康づくり」について調査・研修を行いました。 

  １０月２０日、総務厚生委員会が開催され、所管事務調査の取りまとめを行いました。 

  １０月２４日、議会全員協議会が開催され、議会における報告案件４件について各委

員長から報告を受けました。 

  同日、議会議員定数等調査検討特別委員会が開催され、調査・検討項目や今後のスケ

ジュール等について協議を行いました。 

  また、同日午後から議会広報特別委員会が開催され、くまの議会だよりの編集基準の
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見直しについて協議を行いました。 

  １０月２６日から２８日の３日間、国会要望及び視察研修を行いました。２６日には、

地元選出の国会議員６名を訪問し、低学年書道科の推進と、国道２号バイパスの整備促

進に関する要望書を手渡し、意見交換等を行いました。２７日には、全国町村議会議長

会総務部部長三宅様より、「地方自治体議員の権限と義務」、「市町村議会の活動の在

り方」と題して研修を受けました。また、２８日には、群馬県川場村を訪問し、全国モ

デル道の駅「川場田園プラザ」等について調査・研修を行いました。 

  １１月２日、安芸郡町議会議員交流会が海田町で開催され、多くの議員が参加いたし

ました。 

  １１月４日、文教委員会が開催され、視察研修のまとめと今後の活動方針について協

議を行いました。 

  １１月９日、第６０回町村議会議長全国大会が東京で開催され、議長が出席しました。

内容といたしましては、東日本大震災からの復興と大規模災害対策の確立に関する特別

決議など、各種の要望事項を採択することを決定いたしました。大会終了後、「究極の

チームワーク・リーダーシップ」と題して、シンクロスイマー・教育コメンテーター武

田美保氏による特別講演が行われました。 

  １１月１６日、広島県町議会議長会定例議長会議が開催され、議長が出席しました。

主な議題といたしましては、平成２９年度事業計画や、平成２９年度予算などについて

協議を行いました。 

  １１月２０日、第８４回全国書画展覧会表彰式が町民会館で開催され、議長が出席し、

表彰状の授与を行いました。 

  １１月２１日、議会広報特別委員会が開催され、くまの議会だよりの編集基準の見直

しについて協議を行いました。 

  同日、文教委員会が開催され、平成２８年度文教委員視察、文教委員会の活動計画、

スクールカウンセラー、家庭教育支援アドバイザー等の活動内容について協議を行いま

した。 

  １１月２４日、産業建設委員会が福井県若狭町を訪問し、「わかさ農活プロジェク

ト」、「農業生産法人、有限会社かみなか農楽舎の取り組み」について、その調査・研

修を行いました。 

  １１月２７日、平成２８年度熊野町農業祭が町民会館で開催され、副議長が出席し、
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祝辞を述べました。 

  １１月２８日、議会全員協議会が開催され、執行部から提出された協議案件２件と、

議会の報告案件２件について協議を行いました。 

  また、同日、議会議員定数等調査検討特別委員会が開催され、議会改革の取り組み、

調査・検討項目等について協議を行いました。 

  １２月８日、議会運営委員会が開催され、第４回熊野町議会定例会の議事運営等につ

いて協議を行いました。 

  続きまして、議長宛てに陳情書・要望書が提出されていますので御紹介いたします。

事前にお配りしております「陳情書・要望書等一覧」の資料をごらんください。 

  ９月８日、「宇宙船地球号を守る為の陳情書」が、横浜市在住の荒木實氏から提出さ

れています。 

  １１月７日、「介護保険の給付縮小・利用者負担増の中止、介護保障の充実を求める

陳情書」、「国民健康保険の改善に向けた陳情書」が、国民大運動広島県実行委員会代

表、八幡直美氏から提出されています。 

  諸般の報告は以上でございます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 以上で報告を終わります。 

  これより日程第４、所信表明を行います。 

  町長から、再選後初めての本会議開催に当たり、所信表明の申し出がありましたので、

これを許します。町長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○町長（三村） 本日開催されました熊野町議会、１２月定例会の冒頭におきまして、皆

様に御挨拶と所信の一端を申し述べる機会をいただき、まことにありがとうございます。 

  私は、さきの町長選挙におきまして、町民の皆様や各方面の方々からの温かい御支援

と御支持をいただき、引き続き、町長として熊野町のかじ取りを任せていただくことと

なりました。改めてその職責の重さを痛感しております。皆様方からいただいた信頼と

期待をしっかりと受けとめ、その負託におこたえできるよう、誠心誠意、職務を務めて

まいります。 

  また、町民代表の一翼を担われる町議会に対しましては、緊張感を持って真摯に向き

合い、意思疎通を図りながら、町勢発展を期す政策形成の実現に向けて、皆様とともに



－7－ 

汗を流したいと思いますので、引き続きよろしくお願いいたします。 

  さて、我が国の人口は１９２０年の国勢調査開始以降、昨年の調査で初めて減少に転

じました。本町では平成１２年をピークに減少を続けており、少子高齢化が一層進展し

ております。本年３月に熊野町人口ビジョンを公表しましたが、昭和６０年から平成１

７年まで２万５,０００人以上あった国勢調査人口は今後減少し、このままではこれか

ら先１５年程度で２万人を割り込む予想となっております。これからは高度経済成長期

のような重厚長大の産業発展や人口増加は望めません。大多数の市町村では人口減少、

少子高齢化が一層進んでまいります。東京圏におきましても、今後、高度に高齢化が進

むため、介護需要の高まりに伴い、地方からの若者の流出に一層拍車がかかるというこ

とが懸念されております。 

  このような社会情勢により、町財政への負の影響が今後一層大きくなるものと覚悟せ

ざるを得ません。町政発展に必要な政策への投資を果敢に行いつつ、行政全般にわたり、

いかに財政投資の重点化を図るのかといった厳しい判断がこれまでに増して求められる

ものと思っております。 

  こうした背景を踏まえ、本年３月、「熊野町まち・ひと・しごと創生総合戦略」によ

り、七つの分野でのブランド戦略を設定いたしました。幸いなことに、熊野町にはすぐ

れた多くの地域資源や人材があります。本町の特性や特徴を生かし、まち全体のブラン

ド力を高めて交流・定住人口の増加をもたらす、熊野町独自の地方創生を進めることで、

人とまちが輝きを増して新たな成長への希望が芽生える、そのような４年間となるよう

努力してまいります。 

  七つの分野のブランド戦略のうち、一つ目の「子育て・教育」の分野につきましては、

選ばれる子育て環境の実現を目指します。妊娠期から子育て期にわたるまでのさまざま

なニーズに対し、総合的に支援するワンストップサービス体制を一層強化するとともに、

子育て支援事業を展開する拠点施設の拡充整備を図ってまいります。学校教育につきま

しては、耐震化が完了いたしましたので、今後はリニューアル事業を計画的に実施いた

します。また、基礎学力や体力が一層高まるよう、ＩＣＴ整備などの学校環境の改善、

向上のための取り組みを進めてまいります。 

  二つ目の「健康・生きがい」の分野につきましては、充実した人生を営むことができ

る活力創出環境の実現を目指します。健康寿命を延ばす各種保健事業や大学と連携した

認知症対策などの推進、高齢者や障害者の社会参加の促進、生涯学習・生涯スポーツの
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推進などの取り組みを進めてまいります。これらの拠点とするため、東公民館にかわる

新たな施設の整備や公認のグラウンドゴルフ場の整備に着手いたします。 

  三つ目の「広域連携」の分野につきましては、近隣市町の多様な地域資源を生かした、

開かれた都市空間環境の形成の実現を目指します。広島市を中心とする広島広域都市圏

域及び呉市を中心とする連携中枢都市圏域の市町とともに、山、海、島といった資源を

生かした観光事業を連携・共同して実施するほか、住民サービスの向上に資する事業へ

の広域参加を推進いたします。 

  四つ目の「安全・安心・環境」の分野につきましては、恵まれた環境を有効に活用し、

安全・安心、便利な住まいの環境について実現を目指します。隣接する３市へのアクセ

スの改善を推進することにより、子育て世代などの定住や、県道バイパス整備にあわせ

た新市街地の形成を促します。また、防犯体制強化のため県警が検討しております交番

移転については、町として可能な協力を行ってまいります。おでかけ号につきましては、

これまでの運行実績を踏まえて再検証を行い、必要な見直しを行ってまいります。また、

防災行政無線のデジタル化のほか、土砂災害警戒区域の指定に伴う新たなハザードマッ

プの作成や、自主防災力強化のための支援などを通じて、安全、安心なまちづくりを進

めてまいります。 

  五つ目の「文化・教育」の分野につきましては、熊野筆の伝統文化を有する本町の魅

力、特徴を生かした文化発信のまちの実現を目指してまいります。既存のイベントに加

え、筆文化の魅力を発信することができる新たな取り組みの企画立案を進めるとともに、

筆の里工房の集客力強化に向け、ハード、ソフト両面の改善を図ります。 

  六つ目の「観光・交流」分野につきましては、熊野筆の伝統文化を有する本町の魅

力・特徴を生かした文化の発信のまちの実現を目指します。熊野筆というすぐれた観光

資源を有する本町の魅力をさらに高め、おもてなしと交流の場の創出について実現を目

指します。産業観光を推進するとともに、筆の里工房はその周辺の整備を行うことによ

り、観光交流拠点としての機能強化を図ってまいります。公園のほか、筆づくり体験、

書道を初め筆を用いた芸術創作ができる体験型のメニューを提供するなど、外国人を含

む観光客へのおもてなしへの場を創造する事業に着手してまいります。 

  七つ目の「産業」分野につきましては、筆を核とした新たな産業が育つ環境の実現を

目指します。東京オリンピック・パラリンピックを通じた熊野筆ブランドの世界発信の

ほか、首都圏での熊野筆のＰＲや販路拡大を図るプロジェクトが推進できるよう、東京
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２３区と連携して環境整備を行います。また、筆づくりの後継者育成への支援、くまの

産業団地における雇用の創出、地産地消などの取り組みによる農業振興にも努めてまい

ります。 

  こうした取り組みを通じて、熊野の創生を着実に推進してまいります。 

  熊野町は２年後の平成３０年秋、大正７年の町制施行から１００周年目という大きな

節目を迎えます。我が町の歴史と伝統を後世に引き継ぐ決意をもって、町民の皆様がこ

ぞってお祝いする年となるよう、記念行事などの準備を滞りなく進めてまいりたいと思

います。 

  るる申し上げてまいりましたが、いずれにいたしましても申し述べた施策や事業は、

議員各位を初め、町民の皆様の御理解と御行動がなくては実現できないものばかりでご

ざいます。これからの４年間、町政発展のため全身全霊を尽くす所存でございますので、

これまで以上の御指導、御鞭撻を賜りますよう切にお願い申し上げ、３期目に際しての

私の所信表明とさせていただきます。 

  御清聴、ありがとうございました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 以上で町長の所信表明を終わります。 

  これより日程第５、一般質問を行います。８名の議員より通告がありましたので、順

次発言を許します。 

  初めに、１２番、山野議員の発言を許します。山野議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○１２番（山野） 皆さん、おはようございます。２点についてお尋ねいたします。ちょ

っと１番ということで緊張しておりますので、よろしく御答弁のほどお願いいたします。 

  一つ目は町民グラウンドの改修について。 

  今年度、町民体育大会は前日までの雨のため、当日開催だったのに中止。この日のた

めにといろいろ準備を進めてこられた自治会、その他の関係者は非常に落胆されました。

中止の原因は、皆様御承知のように、グラウンドコンディション不良のためということ

でした。３年前、グラウンド改修の計画があり、試掘され、グラウンドも使用不可とな

るとの告知があり、利用者は、整備され利用しやすくなると大喜びだったんですが、計

画が変更され、今年度新たに企画され、一部土地改良が実施されたようです。今後のグ

ラウンドの改修計画、あるいは予算、時期、改良方法などについてお尋ねしたいと思い
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ます。 

  ２点目について、広島県でも女性の健康寿命は全国最下位でした。先ほども町長の所

信表明で健康寿命について述べられましたが、先日、２８年度８月２６日付中国新聞の

セレクトに大きく記載されておりました。我が国は、平均寿命は世界最高レベルを保っ

ているが、社会的寝たきりが多く見られるのが事実のようです。つまり介護を受けずに

自立して生活できる期間を示す健康寿命が近年重要視され、その数値が広島県の男性で

は４０位、女性では最下位の４７位だったそうです。 

  平均寿命は２０１５年男性が８０.７９歳、女性が８７.０５歳ということで、差が大

きいのは男性が７１歳、女性は７３歳で、寝たきりや介護を受け、自立生活ができない

人が多くなっているということです。その原因はどこにあると思われますか。これに対

して町ではどう対応策を考えておられるのかお尋ねしたいと思います。よろしく御答弁

お願いいたします。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 町長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○町長（三村） 山野議員の二つの御質問、「町民グラウンドの改修について」と「健康

寿命」に関する御質問にお答えいたします。 

  まず、最初の町民グラウンドの改修についてでございますが、本年度の町民体育大会

は、２日前からの雨によりグラウンドの排水状態が悪く、当日を待たずに実行委員会に

おいて中止と決定されたところでございます。残念でありますとともに、申しわけない

と思っております。こうした状態を改善するため、昨年度は排水管調査、本年度はグラ

ウンドの一部で土壌改良を試験的に行っております。この試験結果を踏まえ、今後、改

修工法を検討してまいりたいと考えております。 

  詳細につきましては、教育部長に答弁をさせます。 

  次に、２番目の「健康寿命」に関する質問にお答えします。 

  我が国は世界一の長寿国ですが、近年、健康寿命が注目されております。平均寿命の

延びに伴い、健康寿命との差が拡大すれば医療費や介護給付費が増大してまいります。

このため、生活習慣の見直しや疾病・介護予防により健康寿命を平均寿命に近づけるこ

とで、高齢期における生活の質の低下を防ぎ、社会保障費の軽減も期待することができ

ます。 
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  こうしたことから、本町では本年４月に策定しました熊野町健康増進計画等に沿った

施策の推進により、健康寿命の延伸を図りたいと考えております。 

  詳細につきましては、民生部長に答弁をさせます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 民法教育部長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○教育部長（民法） 山野議員の「町民グラウンドの改修について」の御質問に、詳細に

お答えいたします。 

  町民グラウンドはオープンから２９年が経過し、町民体育大会や駅伝大会など大きな

大会では多数の車両が入ることもあり、グラウンドの水はけ状態が悪くなっております。

ここ数年の町民グラウンドの利用状況ですが、年間利用者は５万人程度で年々減少して

おり、一番多いのはグラウンドゴルフの利用者となっています。「雨が降っていないの

で、楽しみにグラウンドへ行ったら利用できない」という住民からの苦情もお聞きして

います。その対応として、こうした降雨後のグラウンドコンディションの実情を事前周

知するなどの方策について、指定管理者のＮＰＯ法人と協議をしているところでござい

ます。 

  町民グラウンドの年間使用料収入は約１３０万円しかなく、大規模改修を行うには慎

重に工法等を検討する必要がございます。そのため、昨年度はグラウンド地下の暗渠排

水管の調査や詰まりの除去作業、また、集水桝の設置工事などを行いましたが、期待す

るような排水効果は得られませんでした。本年度は、現在、グラウンドの一部に２種類

の土壌改良材を試験的に施工し、降雨後の排水効果を比較検証しているところでござい

ます。 

  今後は、これらの施工結果をもとに改修工法を選定するなど、事業化に向けて検討を

進めてまいりたいと考えております。 

  以上でございます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 清代民生部長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○民生部長（清代） 山野議員の「健康寿命」に関する御質問に、詳細にお答えします。 

  まず、広島県の健康寿命が全国的に見て短い要因についてですが、健康寿命は、生
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存・死亡と健康・不健康の総合指標であるため、多種多様な要因が関連すると考えられ、

どの要因が、どの程度影響しているかについては、現在のところ、十分な検証結果が得

られておりません。 

  国が示す健康寿命の算出は、国民生活基礎調査において、「あなたは現在、健康上の

問題で日常生活に何か影響がありますか」との問いに関する主観的なデータに基づくも

のです。平成２５年度に実施された広島県県民健康・栄養調査により分析された結果で

は、「健康上の問題で日常生活に何か影響がある」と答えた方は年代が上がるにつれて

割合が高く、日常生活の動作、運動、外出による影響が大きく、これらの低下が主観的

なデータに影響を与えることがわかってまいりました。 

  健康寿命の延伸につきましては、第二次熊野町健康増進計画並びに食育推進計画を策

定し、若い世代から食事や運動習慣等の生活習慣に気をつけて健康づくりに取り組むな

ど、自分の健康と地域の健康を意識できるまちを目指した取り組みを進めているところ

でございます。 

  心の健康を初め、健診受診率向上による疾病の早期発見・早期治療、野菜を多く含ん

だレシピの作成等の食育の推進、ノルディック・ウオーキング、シルバーリハビリ体操

等の運動習慣の普及啓発等のほか、健康に関する生活習慣づくりの意識啓発や健康相談

等を総合的に実施することにより、健康を実感できるまちづくりを進めてまいりたいと

考えております。 

  以上でございます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 山野議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○１２番（山野） グラウンドについてですけども、いろいろ調査し、検討されているの

はわかりました。確かに大きな工事をすると２億、３億のお金がかかります。でもほっ

とくわけにはいかない。利用がかなり多いので、ぜひともやっていただきたいと思うん

ですけど、例えば第一小学校のグラウンドは以前は非常に悪かったんですけど、今では

かなり排水がよくなっていると。というのはなぜかというと、専門家じゃ、陸上のよく

知っている方に聞くと、あそこのグラウンドの一番てっぺんが周りよりかは１メートル

ほど高い。その分だけ水が全部両側に流れていく。そのために排水がいいんだと。そし

て、県立高校でもやっぱり同じようなグラウンド、ぐだぐだの状態だったと。今の町民
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グラウンドはつくるときにがれきを下に置いて、そしてそのうち下のほうの粘土質があ

ったりなので、吸水する力がないと。というので、同じような熊野高校はかなり真砂土

を入れて、それをローラーをかけてブラッシングしながら、やっぱりキープをしっかり

してるということによって、今いい状態になっていると。 

  だから、大きなお金をかけずに、そういう真砂土をしっかり入れながら、ふだんのケ

アをするということ。グラウンドキーパーをするということが本当に大事なんじゃない

かなと思っております。 

  以前は町民会館、あるいはグラウンドの管理者が、軽トラックでローラーでやってら

っしゃるのを見かけたんですけど、最近何か余り見ないなと思うのは、ＮＰＯはそうい

うグラウンドをキープするための努力というか、予算というか、そういったものはある

んでしょうか。つけてらっしゃるのかどうか、お聞きしたいと思います。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 民法教育部長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○教育部長（民法） ＮＰＯのほうには一応管理をお願いしておりまして、大体グラウン

ドのあとのアフターのほうですが、使った人が直すというのが原則になっておりますの

で、やはり使った方があと時間内にローラーをかけて帰っていただくようにはしてるん

ですが、やはりそういったところが、しておりますけども、水はけも悪くなった、管理

も悪くなったということで、徐々に悪くなったんじゃないかと思っております。 

  以上でございます。 

  予算のほうは、わざわざそれをする予算のほうはうちもしておりません。大体使われ

た方がきれいにローラーをして帰るというのが原則になっております。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 山野議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○１２番（山野） 使った者が確かにきれいにして帰るのは、体育館であり、グラウンド

であり、同じだと思います。ただ、大きなローラーを全面を自分の使ったところだけで

もですけど、引こうと思うとかなりの労力が要るし、それはブラッシングぐらいしかで

きないんだろうと思うんで、できたらＮＰＯにそういった毎日か、あるいは週に何回か、

１時間ぐらいそういうできるような予算、プラス、悪いところもちょっと、例えば駐車
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場からグラウンドに入るところが一番ぐだぐだなんですけど、そこのところをやっぱり

一回土を５０センチぐらいでも掘り上げて、そして真砂を入れて、そしてしっかり締め

るとかなりよくなる。だから、とりあえず悪いところから順番にやっていくとそんなに

何億というお金もかからないんじゃないかなということを専門家が言ってらっしゃいま

した。そういったことも一応検討していただければと思っております。 

  非常に、なぜこういう厳しいことを言うのかというと、やっぱりグラウンド、先ほど

も教育部長が言ったんですけれども、グラウンドの利用者とそしてＮＰＯの管理者とで、

雨天の後、非常にトラブルが多くて、お互いが気まずい思いをしてらっしゃいます。き

ょうは使えるのかな、いや使っちゃいけませんと。いや、使えるじゃないか、使えんだ

とかいって、何かちょっと険悪な状況が多いということを聞いております。お互いが気

持ちよく使えるような状況にしていただければと思っておりますので、よろしくお願い

いたします。 

  もう一つ、最後ですけど、ついでに他の施設なんですけど、町民会館で先日農業祭が

行われました。その節、大雨の中で農業祭はやるんですけども、駐車場の中がもう本当

に泥だらけの中で、本当に大変な、来てる人も大変困ったし、やってる私たちも、主催

しているほうも非常に足、ひざまで泥だらけになりながらやったんですけれども、あそ

こが今後緊急避難場所になっておるんですけども、もしも車の中でテント生活をしたい

といった場合に、あそこへ行った場合、雨の場合には非常に使えないという状況が起こ

るだろうと思います。町民会館の駐車場がこのような状態では困ると思うんですけども、

その件に関してはいかがでしょうか。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 山野議員、通告外なんで、その質問はちょっと引いていただければと思

いますので、よろしくお願いいたします。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○１２番（山野） じゃあ検討してみておいてください。 

  じゃあ、次の健康寿命についてお尋ねいたします。健康寿命については本当に認知症

と、あるいは生活習慣病、あるいはそういったものに非常に関連しております。社会参

加することがそれの予防にもなると思うんですけれども。 

  実は、先日、総務厚生委員会で奈良県の宇陀市のほうへ研修に行きました。そこで、

その町は「健幸づくりでまちづくり」というように題して、ウエルネスシティというも
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のをやっておりました。以前にもちょっと全協で言ったことがあるんですけども、熊野

町では健康手帳というのがあるんですけども、そのときは立派な冊子があったんですけ

ど、それは今では健康診断を受けると結果が約３年ぐらい連続して書かれてありますの

で、結果を手帳に写す必要がもうなくなったんですよね。だから、その健康手帳という

のはもう私たちも長いこと使わなくなったんですけれども。 

  そういったものじゃなくて、こういったウエルネス手帳。例えば、健康診断を受けま

した。そしたらそこにスタンプを押しましょう。そして、例えばいろんな健康講座を受

けました。スタンプを押しましょう。そして、ラジオ体操に何回行きました。じゃあス

タンプを押しましょうというふうな感じで、ポイントカードをもしつくったならば、そ

れを、ポイントが満杯になればそれに対して抽せんをして、そして記念品を差し上げる

と。ちょっとした御褒美ですよね。そういったものをやってるところがあるんです。皆

さんこぞっていろんなことをやってらっしゃるみたいで。そういったことのほうに健康

手帳、あるいは似たものをつくられたらいかがかなという、検討していただければいい

なと思ったんですが。 

  もう一つ、ウエルネス手帳というのがあるんですけど、これは自分の、個人の手帳な

んですけど、そんなに立派なものじゃないです。本当に手づくりのようなあれなんです

けど、これにそれこそ自分の目標を書いて、何キロ歩きました、何キロ泳ぎました、あ

るいはラジオ体操に何回行きましたというようなことを記録される。そういうことによ

って、こっちのほうに点数がつくというような、そういったものをやってらして、これ

はおもしろいなということで、自分たちの健康寿命のほうに関心を持つようになればい

いんじゃないかなと思って、そういった記念品に関しましても、町内の商工会というか、

商店に、あるいは幾らか出していただいて、そしてそれを商品にして抽せんをするとい

うふうな状況をやってらっしゃいました。 

  総務厚生委員のほうは、みんなこれはおもしろいなということであったんですけど、

町のほうではそういった取り組みをやるような考えはありませんでしょうか。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 清代民生部長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○民生部長（清代） ウエルネス手帳といいますか、以前も議会で「健康ポイント」の件

で御質問もいただいたことがあります。そのときにいろいろやっているところとかも調
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べました。何をどういうポイントをつけるかというのは、先ほど議員おっしゃられまし

た健診であったり、目標であったり、こういったものが一つの体を動かすということの

一つの契機になってるということは重々承知しております。 

  先ほど言われました景品の問題ですね。ここらあたりもちょっとどうすればできるん

かなということも考えたんですが、やっぱりやっておられるところは結構大きな企業が

あったりとか、そういう景品については町から全然出してないというのが、ほとんどの

市町が皆協賛でその景品を出していただいているような状況です。そこらあたりでどう

しようかねというような、検討がとまっているのは事実です。 

  議員言われましたように、今町ではいろんな健康手帳にかわるもの、またはウオーキ

ング手帳であったり、いろんなものを出しております。そこらあたりを一つにして、何

かできるものがあるか、検討していきたいというふうに考えております。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 山野議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○１２番（山野） ぜひよろしくお願いいたします。 

  認知症だと言われて、医者からそういうふうに言われて、それでそれにすごくショッ

クを受けて、もう全然外に出なくなって、それからもうたちまち食べることも食べられ

なくなって、二、三カ月で寝たきりになって、手足も動かなくなって、非常に早いんで

すよね。だから、そういう認知症カフェとかいろいろやってらっしゃるんですけど、出

てこない人をどういうふうに連れ出すかというところをやっぱり検討しながら、周りの

近所の人たちに声をかけていただくとか、そういったことをしながら、そういう人を出

さないと、どんどんそういう人がふえていくだろうし、介護保険、あるいは医療費の高

騰になると思うんで、ぜひいろんな形で検討をしていただきたいと思っております。よ

ろしくお願いします。 

  以上で終わります。ありがとうございました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 先ほどの町民会館の駐車場の件については、担当部署のほうは山野議員

に後ほど説明をお願いしたいと思います。 

  以上で山野議員の質問を終わります。 

  続いて、３番、立花議員の発言を許します。立花議員。 
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○３番（立花） ３番、立花慶三でございます。 

  ２点ほど質問をさせていただきます。 

  現在、世界でも例を見ない勢いで人口減少の進む我が国において、日本創成会議によ

る自治体別人口推計によれば、１,７４１の自治体の中で５１％に当たる８９６の自治

体は、将来消滅の可能性があるとの衝撃的な発表が２年前になされました。我が熊野町

におきましては、平成２７年度決算における財政の健全化判断比率は、全てにおいて基

準をクリアしていますので、まさかそのような状況になることはないだろうと安心して

いるところです。とはいえ、少子高齢化により、生産人口の減少に加えて介護費は増大

し、財政は厳しくなっていく一方であり、安閑としていれば消滅の憂き目に遭うことは

火を見るよりも明らかであります。 

  当然、町としてはいろんな施策を考えられていることと思いますが、このたびの町長

３期目の船出に当たり、先ほども所信表明で力強く述べられました抱負の中でもありま

したように、筆の里工房の周辺整備を行うと明言をなさいました。人口減少を食いとめ

るだけでなく、人口増加策の大ヒットともなるべく大いに期待いたしているところでご

ざいます。 

  そこで、その構想についての理念と概要をお伺いいたします。趣旨、目的は何である

のか。場所及び広さについて。どれぐらいの予算規模で、また民間資本は活用するのか

どうか。どういう人を対象として集客をするのか。年間どれくらいの来客数を見込んで

いるのか。交通対策はどのように計画をされているのか。 

  次に、２点目といたしまして、熊野・海田バイパス構想につきまして、６月の定例議

会においても質問をいたしたところではございますが、町長からの回答としては、「実

現は非常に困難であると認識している。しかしながら、この趣旨である交通ネットワー

クの強化は町の活性化にとって重要な施策の一つであり、引き続き実現を図ってまいり

たいと考えている」ということでありました。 

  なお、現状においては熊野バイパスの整備や現在策定中の広島県道路整備計画２０１

６により、阿戸別れ交差点や海田大橋入り口交差点など、渋滞対策が整備対象と位置づ

けられ、矢野安浦線のさらなる強化が図られることになっているとの詳細な説明をして

いただいたところでございますが、４年後の広島熊野道路の無料化が新たな渋滞要因と

して懸念されているところでもございます。 
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  そこで、広島熊野道路無料化に伴う朝夕通勤時間帯における渋滞解消策はどのように

考えられているのか。東部地域活性化のために企業誘致及び産業振興を行うに当たり、

交通アクセス将来像をどのように考えているのか。広島都市圏構想における熊野町とし

ての役割を発揮していくに当たり、交通アクセスをどのように考えているのか。 

  以上のことについての御答弁をよろしくお願いいたします。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 町長の答弁を許します。 

  町長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○町長（三村） 立花議員の二つの御質問のうち、「筆の里工房周辺整備」の御質問は私

からお答えし、「熊野・海田バイパス構想」の御質問は、建設部長に答弁をさせます。 

  筆の里工房周辺整備につきましては、現在策定中の熊野町交流拠点整備計画の中に組

み入れ検討しているところでございます。筆の里工房は、本町の観光・交流施策の核と

なる施設でございます。このたび検討しております筆の里工房の周辺整備では、筆の里

工房との相乗効果により、滞在時間の延長、外国人観光客の誘客、社会見学に訪れる児

童・生徒の利便性の向上などが図られるような施設と、住民や訪問客が憩い、交流する

ことができる公園をあわせて整備し、観光交流拠点の魅力向上を図りたいと考えており

ます。 

  詳細につきましては、副町長がお答えいたします。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 内田副町長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○副町長（内田） 立花議員の「筆の里工房周辺整備」についての御質問に、詳細にお答

えいたします。 

  まず、場所と全体面積でございますが、筆の里工房北側の約４ヘクタールを整備範囲

として検討を行っているところでございます。現在、具体的な整備構想を詰めている段

階でございますが、日本文化に触れ、体験ができる交流施設、町民や観光客の皆さんが

憩える、または定住を促進するための交流事業等を展開することができる公園、社会見

学で筆の里工房に来られる児童・生徒などが雨天でも弁当を広げることのできるスペー

スの設置などについて検討を進めております。 
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  次に、集客見込数につきましては、総合計画において、今後の周辺整備による筆の里

工房の一体利用の効果を踏まえ、平成３２年度における目標を１５万人と設定をしてお

りますので、目標達成ができるような整備計画をまとめてまいりたいと考えております。 

  対象者につきましては、筆の里工房と連携した相乗効果を図るという観点から申しま

すと大変幅広いものになろうかと思いますが、町民はもとより、お子さん連れや社会見

学の児童・生徒のほか、外国人を含む観光客など、幅広い方に楽しんでいただけるよう、

景観に配慮するなど、さまざまな面から検討を加えてまいりたいと考えております。 

  次に、交通対策でございますが、北部農道が筆の里工房への唯一のアクセスであるこ

とから、周辺整備による集客数の増加に連動して交通量も増加いたしますので、安全対

策や交通の円滑化には留意する必要があるものと思っております。 

  駐車場につきましては、筆の里工房周辺の交通の円滑化のためにもこれまで以上のス

ペースを確保する必要がありますので、新たに整備する施設の利用見込みや筆の里工房

の企画展による来館者の変動などを考慮した上で、必要台数が確保できるよう計画をし

てまいります。 

  最後に、県道、町道と北部農道との交差点部の道路計画でございますが、出来庭地区

の北部農道入り口につきましては、大型バス等の広島方面からの進入を容易にするため、

隅切りを広げる道路改良事業を進めております。既に用地取得が完了しておりますので、

来年度中に工事が完了する予定でございます。 

  以上でございます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 沖田建設部長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○建設部長（沖田） 立花議員の「熊野・海田バイパス構想」についての御質問にお答え

いたします。 

  まず、広島熊野道路無料化に伴う朝夕通勤時間帯の渋滞緩和策についてでございます

が、従来からお答えしておりますように、広島熊野道路から広島市方面への円滑な交通

が確保されるよう、無料化に際しては必要な対策を講じていただくよう、県及び道路公

社に要望しているところでございます。 

  無料化による影響といたしましては、無料開放後の交通量推計による周辺道路におけ

る交差点の混雑状況の解析により、海田大橋入り口交差点、平谷交差点、矢野町土居交
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差点などで渋滞が拡大する結果となっており、その対策について検討を行っている旨、

県から伺っております。そのうち、現在でも渋滞が激しい海田大橋入り口交差点につい

ては、昨年度末に策定された「広島県道路整備計画２０１６」において整備箇所に盛り

込まれたところでございます。 

  いずれにいたしましても、無料化後の円滑な交通が確保されるよう、引き続き検討状

況を注視してまいります。 

  次に、東部地区への企業誘致と新たな産業振興の場として形成するために必要なアク

セスについてでございます。東部地区への新たな産業振興につきましては、昨年度策定

した第５次熊野町総合計画の後期基本計画におきまして、現在、県が実施中の瀬野呉線

バイパスとの関連において、今後のあり方を検討することとしております。 

  また、広島都市圏の中での広域的な役割を発揮していくためのアクセスの必要性につ

いてでございますが、特に、主要地方道矢野安浦線につきましては、軌道系アクセスの

ない内陸地域の連携や交流、経済活動を支える路線であり、広島都市圏中心部へのアク

セス、また東広島・呉自動車道黒瀬インターチェンジとの接続により、広域的な都市間

の物流及び経済交流の役割を担う極めて重要な路線でございます。 

  このため、主要地方道矢野安浦線の整備を引き続き促進し、本路線のアクセス向上に

努めてまいりたいと考えております。 

  以上でございます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 立花議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○３番（立花） たくさん質問しておりますんで、ちょっと１問目と２問目がごっちゃに

なるようなことなんですけども。 

  先般、私たち議員の研修において、群馬県の川場村というところを視察をさせていた

だきました。この川場村というのは人口が４,０００人にも満たない、三千七、八百で

すか、そういう村が、村民が一体となって新たなまちづくりということで、今風でいえ

ばＩＲというか、総合型のリゾート、そのようなものを建設されました。名称は田園プ

ラザ川場というところなんですけども、年間１２０万人もの集客をされていると。その

理念は先ほど理念というか、概要についてお聞きしましたけども、若者を中心とした就

業機会をふやし、定住、ＵＩ、Ｕターン、Ｉターンを推進するということで、雇用の創
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出を図ることを大きな目標とされております。実際には村民が２００人弱、そこで雇用

されているということです。地場産業の開発とかＰＲ、そして流通を促進していく。先

ほども答弁にありましたように、町民の相互交流、あるいはそこを訪れる人との交流を

深めて、情報を交換するという場とするということを掲げておられますけども、本町で

は、先ほどの話ではまだ具体的なところは出てないんかもわかりませんけれども、どち

らかというと、今、筆の里工房に来ていただいている人にもう少し喜びというか、楽し

んでいただけるような場をつくり上げていくといったような感じを受けました。 

  それも大切ですけれども、もっとせっかくですからただ交流人口でなくて、定住人口

にしっかりと結びつくような施策、そうしたものがいいんじゃないかと思うんですけど

も、そこらあたりのことをまたお知らせいただきたいと思います。 

  それから、場所はわかりましたけども、熊野町の場合は４ヘクタールと、川場村の場

合は５ヘクタール。この５ヘクタールの中に小川のようなものもつくってあったり、大

きな滑り台というか、芝生の上を滑ると。あるいは果樹を、ブルーベリーをたくさん植

えたり、中には施設として生ビールをつくったり、パンをつくる工房とか、いろんなも

のがありましたが、メーンとしてどれかはちょっとよくわかりませんけども、そこを訪

れていた児童、その人たちがもう新鮮な野菜というか、そういったところに群がって、

私たちが買おうにも買えないぐらいの人数なんです。 

  ここの児童・生徒というのは、東京都の世田谷区というところと連携をして、いつも

その川場村に来て、児童が学んで帰るという、そういったことを定期的にやっておられ

るそうですけども、先ほどの答弁では、来られた児童に対してというようなことですけ

ども、そういったところもある程度目的を持って進めていかれたらどうかなということ

を思います。 

  それから、食の提供ということで、６次産業というか、実際に生産して、加工して、

そして販売をする。そういう体制をつくって、熊野町でもそうですが、東部とかそうい

うところは農業の推進をされる場所になっておりますけども、そういったところの農家

と契約をして、食の提供をするということで、そこの提供者が、契約者が４２０人ぐら

い登録されているといったこともありますし、訪れる人は１２０万と言いましたけども、

大型連休のときに１日に１万人ぐらい来られると。むすびをつくって売って、年に２,

５００万円ぐらいの収入がある、売り上げがあるということです。これもコシヒカリを

ブランド化して、そういうことをされているんですけども、何といっても本当に規模が
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違うという、そんな感じを受けます。 

  規模が違うといっても、村民は全体で４,０００人にも満たないというところでそう

いったことがなされているわけなんで、そういったあたりのことももう少し、まだまだ

今から具体的になっていくんだろうと思いますけども、きっちりと理念というか、計画

をしていただければと思います。 

  それから、交通の流れのことなんですが、筆の里工房においでいただくためには、ど

ちらかといえば、呉方面からいえば黒瀬のトンネルを通って、それから出来庭のほうへ

回って、そして筆工房に来られて、筆工房の駐車場のあたりで転回をされて帰られると

いうことになるんだろうと思いますけども、出来庭の交差点のところは隅切りをする計

画、これはもう入っておられるということですけども、それを突き抜けて初神のほうに

もし出てこられる方があれば、初神の県道との、朝市があるところなんですが、初神の

バス停、あの付近のところが大型バスはちょっと無理かなと。あそこは普通の乗用車に

しても危険なところですから、そこらあたりのことも念頭に置いていただきたいなとい

うことを思います。 

  まとめて回答をよろしくお願いします。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 内田副町長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○副町長（内田） 立花議員のほうの御指摘、ありがとうございます。 

  今現在、検討中ということでお答えをさせていただいているところなんですけど、来

年の３月末までにいろんな形の、どういった形がいいだろうかと。基本的に先ほど町長

なり、私のほうが答弁をさせていただいた形を目指してということではございますが、

具体的にはもう少し検討が要するだろうということで考えております。 

  今ちょうど提言をいただきましたお話についても、そのお話の中で取り入れるものが

あればまた検討させていただきたいなと思っております。 

  町といたしましても、できるだけ交流人口の増加、ひいては目標にしているのはやっ

ぱり定住人口の増加ということがございます。ここが最終目的として、筆の里工房を核

とした形の中で、今現在大体７万人程度、ちょっと若干減少ぎみではございますが、多

くの来館者に来ていただいております。 

  ただ、問題点とすれば、やはり滞在時間が保てないというのが最大の問題点と考えて
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おります。そうしたところを今後滞在時間もふやし、また多くのお客様に来ていただけ

る、またちょうどお話もありましたようにインバウンドの中で外国人の観光客にも来て

いただきたいと。ちょうどこれ以前にもお答えさせていただいているところだと思うん

ですけど、広島県の中で観光の中でインバウンドを目指しているという形の中に、熊野

町もそこの中に、広島市平和公園、宮島、それと呉市の大和ミュージアムと、これを経

由する、周回するという形になるかわかりませんが、そういった形の中に組み入れてい

ただきながら、インバウンドについても力を入れていきたいなという形で思っておりま

す。 

  道の問題なんですけど、先ほどお答えさせていただきましたように、出来庭のところ

については現在そういう形で進めさせていただいております。立花議員のほうの御指摘

の初神についてはもう少し研究をさせていただきながら、やはりどういう形のルートを

通っていただくのがいいんかというのも十分に検証させていただきながら、検討のほう

を加えさせていただきたいと思っております。 

  以上でございます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 立花議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○３番（立花） 今から検討されるということですから、しっかりと検討していただかな

くてはいけないんですが、先ほどもインバウンドということで、外国人の方が宮島は年

間４００万人ぐらい、来客数があるということをお聞きしておりますけれども、外国人

の方に筆の里工房に来ていただくに当たり、毛筆をメーンとするのか、あるいは化粧筆

をメーンとするのか、あるいは今進められておりますロングトレイルということで、熊

野町の裏側の山を縦走するといったようなことも今計画されているようですけども、そ

ういった具体的なところがあれば教えてください。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 内田副町長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○副町長（内田） 外国人の誘致につきましては、やはり外国の方という、東南アジアは

ちょっと筆文化もあるということがございますが、やはり筆という日本の伝統という形

の体験をしてみたいということも多く聞いております。化粧筆ははっきり言うて、御家
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庭に帰られるときのお土産という形の中で、こちらのほうも当然のことながら販売がで

きる形をやっていくと。ただ、体験につきましては、体験ができる形のもの、日本の文

化に触れられるという形のものをどういう形でできるだろうかと。これは国内から来ら

れてなかなか書を書かれても、なかなかそれをどう活用するかというのもございますし、

実際に、例えば筆まつりにおいて書を書いてみる。それが一定の掛け軸になるという形

の中で喜んで帰っていただけるというのもありますし、そういった形がいいかどうか。

何が好まれるかというのを今いろいろと検討させていただいてるというところでござい

ます。 

  以上でございます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 立花議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○３番（立花） 周辺の整備ということで、ロングトレイルということになれば、裏山、

ゆるぎ観音のところから上がっていくということになると思うんですが、そこらあたり

のことも関連づけた中の内容というか、道路整備とかというのをされるんでしょうか。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 内田副町長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○副町長（内田） 失礼しました。ロングトレイルについてはちょっと触れておりません

でした。これにつきましては、第１期を今の４ヘクタール、これを整備すると。ロング

トレイルということになりますと、一定の、どこからどこへ行って、例えば以前にもい

ろんな形の中でお話が出ていることなんですけど、海田に抜ける道なんかもいいんじゃ

なかろうか。山道を散策するというのもいいんではなかろうかというお話がございまし

たんで、そこらについてはこの中でどういう形で展開ができるだろうかということで今

後検討させていただきたいと思ってます。 

  ただ、第１期の事業の中では、体験が、外国人にインバウンドでお呼びするためには、

まず工房の近くでどういう形ができるかという形の中で、そこを中心に考えていきたい

と思っています。 

  そこの中に、先ほどのお話の中にもございましたが、水辺環境のお話ということをや

っていらっしゃるというお話もありましたが、工房のちょうどあちらのほうを川が流れ
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ておりますので、そこらも活用できないだろうかと。また、いろんな形で中のほうを樹

木なんかも植えることによって体験できる形、また四季を感じることも一つ効果的では

ないかというような形の今現在検討もしているところでございます。 

  総合的に多くの方が熊野町を訪れていただけるような形は何があるだろうかというこ

とで考えていきたいと思っております。 

  以上でございます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 立花議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○３番（立花） ありがとうございます。 

  滞在時間を長くするということは、その裏側といいますか、どちらかというと収益が

上がっていくような方法というか、そういったものも、えげつない言い方かもわかりま

せんが、大切なことなんじゃないかと思いますので、ただ単に外国人の方に来ていただ

いて、今までなかった体験をしてもらうというだけでなくて、もう少し熊野町にとって

もいいことであるし、あるいは旅行される方にとってもいいことであるし、また熊野町

民にとってもまた別の交流とか何とかで、いろいろ交わる中でのメリットというか、そ

ういったことはどのように考えておられるんでしょうか。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 内田副町長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○副町長（内田） おっしゃるとおり、ただ単にお客様に来ていただくという形だけでは、

そこの中に実際に楽しみがあるんだろうかどうだろうかという、やっぱり疑問点もござ

います。また、先ほども出ました雇用の創出という形ではございませんが、そこの中で

どういう形でやれば熊野の町内の中の潤いというのが発揮できるんだろうかということ

も考えていかなければいけないことだと思って、現在検討しているところでございます。 

  熊野町には農地も多くあるということも検討しながら、そこの中で実際に工房の中で

販売というのがどの程度まで展開できるだろうかというのを、今検討しているところで

ございます。 

  ただ、いろんな形を盛り込むことによって、逆にマイナス、大きく費用を入れ過ぎた

という形の中で、大きな投資をかけてしまった後に誰も人が来ないじゃないかという形
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の状況にならないように、何が一番いいか、またどういった形であれば熊野町の中でそ

れが生きていくのだろうかというのも含んで、今検討しているところでございますので、

そういった形の観点を持って、またきょうお話しいただきましたことも含んで、当然の

ことながら検討してまいりたいと思います。 

  以上でございます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 立花議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○３番（立花） これはもう具体的なことなんですが、筆の里工房、あの前を車で私らも

通るんですけども、あそこは何か危ないということは余りないんですけども、来館者が

あそこでずっと待っておられるとかいうことがよくありますので、できたら道路をちょ

っと迂回させて、駐車場からそのまま歩いてぞろぞろ入れるとか。もちろんあそこの館

の前には何か乗るには道路が必要なんで、そういうふうな考えというのはないでしょう

か。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 内田副町長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○副町長（内田） 今回、開発を考えております４ヘクタールにつきましては、道の山側

ということになりますので、そちらについては問題はなかろうかと思いますけど、どう

してもこれを迂回させるということになってきますと、例えば大池のほうに道を持って

くる、もしくは事業地の上に道を持ってこないとちょっと無理だということもございま

すので、ただ、やはり安全面については十分、どういう形であれば多くの方を、いま以

上の方に当然来ていただくことを目指しておりますので、どういう形がいいかというの

も検討の中には加えていきたいと思っておりますので、そういった形の中を含んで今後

また検討させていただきたいと思います。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 立花議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○３番（立花） ありがとうございます。 

  いずれにしても今からの計画ということなんで、いろんな有識者とか、住民の方とか、
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英知を結集してもらって、本当に小手先で物事をやるんでなくて、将来にわたって十分

にあそこを活用できるような、そうしたものを目指していってもらいたいなということ

をお願いいたしまして、この質問に対しては終わります。ありがとうございました。 

  続きまして、熊野・海田のバイパスということで、先ほど無料化に伴っての朝夕の時

間帯における渋滞の緩和策ということで、これは今県のほうでいろいろと対策というか、

検討していただいているということですけども、海田の出口のところにしても一気にで

きるわけではありませんし、車というのは毎日利用されているわけで、困っている人は

困っていると。そうはいっても、熊野呉道路ができて、そして熊野の中の阿戸別れの交

差点にしても改良されながら、熊野の中も整備されながら、大分よくなっていますとい

うようなニュアンスに聞こえたんですけども、便利になれば便利になるほどふえてくる

のは当然のことなんで、実際に今行われております中での交通量の変化というか、渋滞

が少し緩和しているというような部分があれば教えていただきたいということと。 

  それから、東部地区の活性化、これは企業の誘致とか新たな産業の振興ということで、

どちらかというと、熊野町の活性化を目指すためには、どうせ今すぐにはできないのは

わかっておりますけれども、将来の若者、熊野町を引き継いでいく若者に対して、どう

しても私たちが今取り組んでいかない課題としては、やっぱり大きな幹線道路の作成じ

ゃないかと思います。 

  そういった意味で、熊野と海田のバイパス構想というのは、以前からも協議されたり、

いろいろ途中でなくなったりということを聞いておりますけども、現状としては今どの

ような交通量になっているのかということを一つ教えていただきたいということです。 

  そこまでお願いします。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 沖田建設部長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○建設部長（沖田） 今現在の矢野安浦線の交通量の状況はどうなっておるかということ

でございますけれども、熊野黒瀬トンネルが開通いたしまして、矢野安浦線自体が東広

島呉道路にアクセスする重要な路線となっておりまして、熊野黒瀬トンネル前と比べる

と若干ふえて、交通量自体はふえておる状況になっております。 

  それで、立花議員さんも御質問の中で言われておりましたけれども、「道路整備計画

２０１６」県策定の中で阿戸別れ交差点付近、それと海田大橋出口付近について、平成
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３２年度までの完成を目指して、今県のほうで努力をしていただいておるという状況で

ございます。 

  それと、矢野安浦線で最近整備したところは役場前の道垣内交差点がございますけれ

ども、ここにつきましては、瀬野呉線から交差点に進入する通行に関しましては、非常

に改良前と比べてスムーズになっておるという状況がございます。 

  それと、もう１点、地元のそういった就業に対する活性化という御質問がございまし

たけれども、今現在、熊野黒瀬トンネル付近から東部健康センター付近にかけて、今県

道瀬野呉線バイパスの計画がございまして、計画といいますか、実際的に事業に県のほ

うで着手していただいております。それの完成に伴いまして、その周辺については雇用

を含めた市街化形成に向けた検討をしてまいりたいと思っておるところでございます。 

  以上です。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 立花議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○３番（立花） 熊野町内の中の道路整備ということで、実際に熊野黒瀬トンネルが開通

した後、自動車の交通量がふえてはおっても何とかなるような感じのことを思っており

ますけども、交通量ということからはちょっと外れて、先ほど言われましたような東部

地区の産業の振興ということから見れば、今できていく基幹道路としての矢野安浦線と、

それから呉から上がってくる道路とで十分に産業が誘致できるんだろうかと思うんです

が、そこらあたりのことはどう考えておられるんでしょうか。今、熊野の産業団地が４

区画あって、２社が入っているという話は聞いております。あそこは海田あたりの業者

のトラックが１時間に１台とか２台とか、運搬されているといったようなことも聞いて

おりますけども、本来であれば、もっともっといいところであれば海田あたりからいろ

いろ倉庫業として利用されてもいいんじゃないかと思うんですけども、熊野の裏側、瀬

野側あたりにはいろんな工場とかあります。そういったところから直に来られるという

ことになると、やっぱり海田と熊野との直結できるような道路がいいんじゃないかと私

はこう思うんですけども、そこらあたりの将来的なことを考えて、今のままで熊野町の

中の道路を整備すればそういうことも十分であるのかどうか。 

  あるいは、また新宮地区、初神地区もそうですけども、コンビニなんかもないんです。

商店も全然ありませんから、新宮あたりの人は全部こっちまで出てこられないといけな
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い。今から高齢化が進むと、シニアカーなんかに乗って多分買い物に来られないだろう

と思います。そういうことも考えると、やっぱり東部地域のことをいろいろ考えてもら

って、とても大変な費用がかかるということはよくよく承知しておりますけども、そう

いった取り組みをいつかはしていかないといけないと私は思っているんですが、そこら

あたりのことはどのようにお考えでしょうか。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 沖田建設部長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○建設部長（沖田） まず初めに、くまの産業団地等とのアクセスでございますけれども、

くまの産業団地につきましては４区画ございまして、全て完売しております。というこ

とで、くまの産業団地につきましては、熊野黒瀬トンネルができたことによって高速道

路とのアクセスが格段に向上しておるという状況にあろうかと思います。 

  それと、もう一つ、深原地区に従前からございます準工業地域ですね。あちらにつき

ましては、先ほど答弁させていただきましたとおり、熊野黒瀬トンネル付近から東部健

康センター方面にかけてのバイパスが完成したときには、格段な利便性の向上が図られ

るものと考えておるところでございます。 

  また、現在の深原公園線を準工業地域のほうに向かって延伸する計画を町のほうで同

時に進めているところでもあります。 

  それと、熊野・海田バイパスの件につきましては、検討条件につきましては以前の御

質問でお答えをさせてもらったとおりでございまして、平成１７年から２０年ごろにか

けまして、国土交通省とか、県とか、我々熊野町も含めて検討したところでございます

けれども、莫大な経費がかかるということで、実現性が非常に低いという状況になって

おります。 

  また、このバイパスとは別に農免道路等の計画も昔あったように聞き及んでおります

けれども、これにつきましてもやはりかなりの費用がかかると同時に、費用対効果にお

いてかなり効果が少ないと、受益値が少ないということで見送りになったという話を聞

き及んでおるところでございます。 

  以上です。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 立花議員。 
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○３番（立花） 海田までの農免道路ということも今出ましたけども、これもいろいろ当

時の１５年から１７年あたりの話、それ以前にも私たちの地区ではもう何十年も前から

トンネル、トンネルという話はあったんですけども、それぐらい地元の人としては要望

されております。地元に住んでみないとなかなかわからないと思うんですけども、海田

に出るのしても、瀬野へ行くにしてもぐるっと回って出るようなことで、ただ私たちが

行きたいところへ直線で早く行きたいだけかということではなくて、本当に熊野町とし

ては大切な道路だろうということを思うんです。 

  広島市が西風新都で向こうへトンネルをつくられましたけども、そのときのトンネル

の距離というか、４キロぐらいですかね。その経費が５５０億円ということです。それ

もあそこは４車線つくって、莫大な金に見えます。熊野町発、当時に検討されていたの

は、多分黒瀬のトンネルを出たところから土岐の城をトンネルで通って、それから初神

の地区に出て、それからまたトンネルを通って中野か海田あたりへトンネルを掘って出

るということだったんだろうと思うんです。そうなるとかなりの距離、６キロか７キロ

ぐらいある予想で算出をされたんじゃないかと思うんですけども。それも多分２車線か

４車線かよくわかりませんけども、西風新都を見てもらえばわかるように、あれができ

たおかげで物すごい楽になったと。免許センターができたということもあるかもわかり

ませんけども、それ以外に物すごい勢いであそこらあたりは開発をされております。本

当に便利なのは、熊野でも誰でもわかることではあるんですけども、そういうことを考

えるときに、やっぱり将来のためには必要なんじゃないかと思います。 

  一気にそういうことはできないと思いますけども、先ほど農免道路ということを言わ

れましたように、海田の総合グラウンド、このあたりから熊野の山を見ますとついそこ

に見える。向こうの標高が１９０メートルぐらいで、私たちが住んでいる初神地区も２

２０ぐらい。ほとんど差がないぐらいで近い、最短距離をはかってみても２キロもない

ぐらいのことなんですよね。串掛林道にしても、あれはかなり距離があると思いますけ

ども、あのぐにゃぐにゃ曲がったようなところでも利用する人はやっぱりかなりおられ

ます。 

  ですから、できれば農免道路というか、それから着手しても利用者はかなりおられる

んじゃないかと思ったり。今の北部道というんですか、北部農道というか、あのあたり

はもうかなり高いところで、その北部農道の城之堀側の山手には、大分産業というか、
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工場というか、そういったものが建っておる。あそこらあたりの人も、海田にそこから

行けるようになればかなり便利になって、そこらあたりもかなり発展してくるんじゃな

いかと思います。 

  深原地区にしても、東部健康センターの南というんですか、あのあたり平たん地がた

くさん、平たん地というか低い山があります。あそこらあたりもまだまだ産業団地とし

ては開発できるような、そんなものも目に浮かぶんですけども、そういうところも全部

あわせてみて、やっぱり大切なバイパスじゃないかなと思いますが、そこらあたりのこ

とはどのようにお考えでしょうか。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 沖田建設部長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○建設部長（沖田） 従前、農道等、農免道路を含めまして、ガソリン等の揮発油税を財

源に整備しておりましたけれども、御存じのように、平成２１年度から揮発油税、一般

財源化されまして、こういった道路整備に対する国費もかなり縮小されておるというこ

ともございます。といったことで、国道、県道、いずれにいたしましても、新しい路線

の整備というのはかなり厳しいという状況にあろうかと思います。 

  農道の整備にいたしましても、受益がどれぐらい見込めるかということを含めまして、

慎重に検討はしたいと思っておるところでございます。 

  以上です。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 立花議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○３番（立花） 費用対効果を考えれば、今頭で浮かべば、当然そういうものは望めない

だろうというような思いは誰しも持ってるんだろうと思います。とはいえ、やはり先ほ

どから何度も繰り返し言っておりますように、今後、熊野町がどのように発展というか、

現状維持というか、そういうことをしていくかということになると、やっぱりもう１本

大切じゃないかなという、そんな思いを持っております。長期的なビジョンでもって捉

えていただいて、また少しでも前向きな検討をこれからもお願いいたしまして、私の全

ての質問を終わらせていただきます。ありがとうございました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
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○議長（山吹） 以上で立花議員の質問を終わります。 

  暫時休憩いたします。 

  再開は１１時２０分といたします。 

（休憩 １１時０７分） 

（再開 １１時２０分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

  続けて一般質問を行います。 

  ５番、沖田議員の発言を許します。沖田議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○５番（沖田） ５番、沖田でございます。私からは２点について質問させていただきま

す。 

  まず１点目に、生活困窮者自立支援についてですが、仕事や健康などで深刻な問題を

抱えた人の相談に応じ、就労や住居の確保といった必要なサービスにつなぐ生活困窮者

自立支援制度は、生活保護に至る前の支援として平成２７年４月施行後、１年半以上が

経過しましたが、就労訓練や家計の相談支援、生活困窮世帯の子供の学習支援など、熊

野町においての取り組みの現状をお伺いいたします。 

  ２点目に、就学援助制度についてですが、経済的な理由により、小・中学校への就学

が困難な幼児、児童、生徒について、教育委員会が実施している就学援助について、制

度の概要と町内全児童・生徒の約何％が対象児童となっているのか、お伺いいたします。 

  以上、２点について御答弁を求めます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 町長の答弁を許します。 

  町長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○町長（三村） 沖田議員の二つの御質問のうち、１番目の「生活困窮者自立支援につい

て」の質問は私からお答えし、２番目の「就学援助制度について」の御質問は、教育部

長に答弁をさせます。 

  生活困窮者自立支援につきましては、平成２７年度からその取り組みが始まりました。

この制度は、生活保護に至るおそれがある人で自立が見込まれる人を対象に、安定した
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生活に向けて相談に応じ、仕事や住まい、子供の学習など、さまざまな面で支援するも

のでございます。本町では、福祉事務所にその相談窓口を設置し、対応をしているとこ

ろでございます。 

  詳細につきましては、民生部長に答弁をさせます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 清代民生部長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○民生部長（清代） 沖田議員の「生活困窮者自立支援について」の御質問に、詳細にお

答えします。 

  生活困窮者自立支援制度は、生活保護に至る前の段階の自立支援策として、生活困窮

者に対し包括的な支援を提供する取り組みでございます。事業の枠組みは、就労、その

他自立に向けた相談や支援計画を作成する事業と、離職等により住宅を失った生活困窮

者等に対し家賃相当額を支給する事業の二つの事業が必須事業として、また、子供への

学習支援事業など四つの事業が任意事業として構成されております。本町では、民生課

に設置している福祉事務所に相談窓口を置き、必須の２事業を行っております。 

  相談件数は、平成２７年度が１７件、本年度が１０月末時点で７件ありましたが、事

業利用のためのプラン作成はありませんでした。家賃相当額を支給する事業については、

平成２７年度及び本年度は、ともに実績がありません。また、任意事業では、広島市と

海田町が共同で実施している子供の学習支援事業に平成２９年度から本町も参画し、実

施することとしております。 

  以上でございます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 民法教育部長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○教育部長（民法） 沖田議員の「就学援助制度について」の御質問にお答えいたします。 

  経済的な理由によって就学困難と認められる児童及び生徒に対して、義務教育の円滑

な実施を行うため、就学に要する経費に対して就学援助費を支給しています。支給対象

者は、町内に住所を有し、小・中学校に在学する児童等の保護者で、認定基準に該当し

た場合に支給します。また、認定の種類としましては、生活保護法第６条第２項に規定

する要保護者と、それ以外で認定基準に該当する準要保護者に分けられています。 



－34－ 

  準要保護者に支給される支給費目については、全学年が対象となる学用品費、対外活

動費、給食費、学校病医療費、小・中学校ともに１年生に支給する新入学学用品費、ま

た、宿泊を伴う対外活動や修学旅行などの対象学年にはその費用を支給しています。ま

た、要保護者へは、生活保護費で支給されない修学旅行費を、就学援助費として支給し

ています。 

  支給期間は、毎年４月１日から翌年３月３１日までとし、年度中途で認定を受けた者

については、その月から支給しています。ただし、宿泊を伴う対外活動費・修学旅行費、

通学用品費、医療費及び給食費については、認定日以降の経費を支給することとしてい

ます。 

  なお、本年１２月１日現在、本町における要保護及び準要保護の認定者は、全児童・

生徒の約１４％となっています 

  以上でございます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 沖田議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○５番（沖田） 先ほど相談受け付け件数が、昨年１７件、今年度７件というお答えでし

たが、できれば年代別に相談件数がわかれば教えていただきたいのと、自立相談支援プ

ランの作成件数はなしということだったんですけれども、その理由をお聞かせください。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 光本民生部次長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○民生部次長（光本） まず、相談件数の年代別でございますが、２０代の方が２件、そ

れと３０代が３件、４０代が５件、５０代が２件、６０代が２件、７０代が３件で、計

１７件でございます。 

  それと、支援プランがゼロという理由でございますが、国で考えられたこの制度では、

まず相談を受けて、相談者の方の抱えておられる課題、不足しておるところとかいうも

のをまずニーズとして吸い上げて、それを具体的な任意事業等を含めた支援プランとい

うことで半年から約１年間のプランを立てるということが制度上基本とされております。

本町の場合におきましては、昨年度１７件、主な相談内容でございますが、日々の収入、

生活費が非常に少額で苦しいと。特にパート収入、年金収入等が非常に少ないことで家
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計を圧迫しておるという相談が８件と大変多くございます。それと、あと病気であると

か、健康上の問題、それと障害が進んでおって非常に厳しいというような相談が３件が

主なものでございますが、ということで、この件につきましては特に母子の関係である

とか、高齢者福祉とか、障害者福祉につなげていくということで対応しております。と

いうことで、結果として、特に支援プラン、中長期のそういったプランに基づいて支援

するという対象者がいなかったという状況でございます。 

  以上です。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 沖田議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○５番（沖田） 了解いたしました。 

  すぐに担当課につないでいるということで、長期にわたっての支援プランはつくられ

ていないということですね。 

  先ほど相談件数の年代別をお聞きしたんですけれども、４０代が５件ということで意

外な感じがしたんですけども、どういった御相談が中心になっているんでしょうか。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 光本民生部次長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○民生部次長（光本） ４０代の相談の主な内容でございますが、特に母子家庭の方が多

くございまして、先ほど言いましたようなパート収入等が非常に少なくて、日々の生活

に苦しんでおられるんだという意見が相談で多くございました。それと、住宅ローン等

が負担になっておって、それが非常にある中で子供等の医療費もかさんできてというこ

とで、家計とか生活費で非常に苦労されているという相談がほとんどでございます。 

  以上です。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 沖田議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○５番（沖田） それについてはどのように支援をされているのでしょうか。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 光本民生部次長。 
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○民生部次長（光本） 実は、生活困窮の相談に来られた中で、生活保護につなげたとい

う方が３件ございます。それと、短期的な医療費等の支出等というか、そういった生計

を圧迫する要因の対応につきましては、社会福祉協議会のほうの貸し付け等につなげた

方がございます。それと、あと多重債務の相談もありました。ということで、これにつ

きましてはクーリングオフも含めて、生活環境課に配置をしております消費生活相談員

さんのほうにもつなげて対応をお願いしたということもございます。 

  以上でございます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 沖田議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○５番（沖田） 丁寧に対応していただいていると思います。大変ありがたいと思ってお

ります。 

  先ほど生活困窮世帯の子供の学習支援についてなんですけれども、これは厚生労働省

の出しているものですが、子供の学習支援を初め、日常的な生活習慣、仲間と出会い活

動ができる居場所づくり、進学に関する支援、高校進学者の中退防止に関する支援と、

子供と保護者の双方に必要な支援を行うとありますが、先ほど海田と坂町ですかね、安

芸区のほうで行われるということで、熊野町も参画していくというようなお話があった

と思うんですけども、詳しく教えていただきたいと思います。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 光本民生部次長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○民生部次長（光本） 子供の学習支援でございますが、実は広島市が広島市の事業とし

て平成２７年度から実施をされておられます。今年度、２８年度からは実は海田町が広

島市のほうに参加をして、広島市と海田町が実施をしておるものでございます。 

  実施内容でございますが、各区役所の福祉センターのほうで行われておりまして、毎

週１回、土曜日の午前中に、１０時から１２時までの２時間程度でございます。毎週土

曜日、週１回行われております。 

  支援の内容でございますが、広島市のほうが市の母子寡婦会のほうに委託をして実施

をしておりまして、その母子寡婦会のほうから民間の学習塾のトライのほうに家庭教師
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の派遣を依頼して、子供たちに勉強を教えていただいております。 

  対象児童でございますが、今現在は安芸区と海田町のほうで約２０名参加をしており

まして、小学校の４年生から中学校３年生までの児童・生徒が参加をしております。 

  授業といいますか、家庭教師の内容ですが、基本的に、小学生においては日々の授業

についていくようなことを中心にフォローをしていただいております。中学生におきま

しては、目標ですが、公立高校に入学する学力をつけるということでのサポートを行っ

ております。もちろん対象児童につきましては、事前に実施の委託を受けておる市の母

子寡婦会のほうに面談を受けて、この面談には保護者同伴で面談を受けて、これ集団教

育になりますので、集団になじむためのレクリエーション的な場を経て、利用を開始し

ておるような状況でございます。 

  生活困窮の世帯の中には、ひとり親家庭の世帯もおりますので、本町においては、ひ

とり親の中で特に児童扶養手当を受給している世帯も含めて、次年度、参画をというこ

とで、今広島市のほうと協議を進めておる状況でございます。 

  三、四人の児童生徒に対して１人の家庭教師がついての集団型の支援ということで、

科目としては算数・数学、国語、英語、その３科目を基本に行われているようでござい

ます。 

  もちろん受講費用でございますが、会場までの交通費は自己負担になりますが、受講

費用は無料ということになっております。 

  以上が主な内容でございます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 沖田議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○５番（沖田） ありがとうございます。ぜひとも積極的に進めていただきたいと思いま

す。 

  この生活困窮者自立支援制度の任意事業の中に、就労準備支援事業と就労訓練事業と

いったものがございます。社会とのかかわりに不安があったり、ほかの人とのコミュニ

ケーションがうまくとれないなどの直ちに就労が困難な方に、６カ月から１年間のプロ

グラムで、一般就労に向けた基礎能力を養いながら、就労に向けた支援や就労機会の提

供を行いますということなんですけれども、先ほどお聞きした御答弁の中には、こうい

った内容に、要するに相談者の中にこういったことにつなげられる方はいらっしゃらな
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かったということですかね。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 光本民生部次長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○民生部次長（光本） 昨年の１７件の相談者の中には、就労につく、ハローワークのほ

うに連携をして就労支援を行った方、それとハローワークにつなげていくという方につ

いては、一定の就労能力を有する方が前提になりますので、例えば就労につく、例えば

規則的な生活であるとか、自立したそういった基本的な生活が確立されてない方、それ

と、特に昨今はひきこもり等の相談もふえております。ということで、そういった方に

ついてはハローワークにつなぐよりも、まずはそういった生活のほうの再建等を中心に

行った上での就労ということになりますので、町として考えているのは、例えば障害者

の就労支援の施設がございます、町内に。そういったところにつなげていくとか、例え

ば熊野人材センターのほうの提携をされておる企業のほうに、そういったことで相談す

るとかということで、準備は行ったことはありますが、結果的には対象者には至ってな

いという状況でございます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 沖田議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○５番（沖田） 大変難しい問題ではあると思うんですけれども、丁寧に対応してくださ

っていると思います。 

  この制度は生活保護に至る前の支援としてできておりますが、ひとり暮らしの高齢者

が高齢者数の増加や孤立の問題、若い世代の就業困難者の増加、ひきこもり者の増加な

どがあり、制度が必要な人ほど制度を知らないという現状がありますが、こういった助

けを必要とする人たちをどう見つけ出すかも課題であると思いますが、その点について

はいかがでしょうか。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 光本民生部次長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○民生部次長（光本） 議員御指摘のとおりでございます。この制度が始まりまして、実

は広報面では２７年の４月から町広報のほうに、毎月、相談コーナーということで生活



－39－ 

困窮者の自立支援相談窓口を設置しておるということを掲載しております。あわせてホ

ームページにも掲載をしております。ただ、なかなか広報等では潜在的なそういったひ

きこもりの方とか、ニーズが上がってまいりません。 

  ということで、町としましてはそういったＳＯＳの声をキャッチしやすい役場内の関

係課、特に母子担当であるとか、高齢者のほうの地域包括支援センター、あるいは社会

福祉協議会、特に生活福祉金の貸し付け等の申し込みがありますので、そういった方が

来られたら必ずこちらのほうに、福祉事務所につないでいただくというように連携を図

っております。 

  それと、例えば町税のほうの多額の滞納者の方もおられて、税務課のほうで償還支援

をという中で、生活再建とか、こういった生活困窮の施策が必要だということが可能性

としてあるかないかは別として、そういった方の必要に応じてつないでいただくように

考えております。 

  それと、地域の中でやはりこういった場合、民生委員さんの力が非常に必要です。民

生委員さんについては、実は生活保護になられた世帯については支援をということで、

必ず連携をお願いしております。ということで、やはり地域の中でそういったＳＯＳの

目をというのはやはり行政では非常に限界がございますので、民生委員さんのほうの協

力も得ているようなところでございます。 

  以上です。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 沖田議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○５番（沖田） ありがとうございます。 

  私もこの生活困窮者の方からの相談を受けることが多々あります。その際には担当課

に出向き、さまざまな対応を実際に見させていただいておりますが、先ほど来、次長か

ら答弁ありましたように、民生課だけではなく、高齢者支援課や、消費生活相談員さん

などとの連携、また社会福祉協議会との連携をもちまして、大変丁寧に相談者の方に寄

り添っていただいていると感じております。 

  また、相談を受ける際においても、相談者の立場に寄り添って、一遍にお話しするの

ではなく、一つ一つ丁寧にお話しされているということを大変感じており、職員の皆様

には頭の下がる思いでいっぱいです。今後とも本当にいま以上に丁寧な支援を、行政に
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は限界がありますけれども、精いっぱい対応していただいていると感じております。ま

た、今後とも引き続き、丁寧な支援をしていただきますようお願いいたしまして、この

質問については終わらせていただきます。 

  続きまして、就学援助制度についてですけれども、先ほどの御答弁の中に、全児童・

生徒の約１４％が対象児童となっているということだったんですけれども、町内の全児

童・生徒数と対象児童数の過去５年間の推移をお伺いいたします。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 横山教育部次長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○教育部次長（横山） 過去５年間の数字のほうをお伝えさせていただきます。 

  まず、要保護、準要保護者含めての数字ということでございます。平成２４年度が

小・中学校の児童・生徒数２,１１１名に対しまして２９３名ということで１３.９％、

平成２５年度が２,０７７人に対しまして２８７名で１３.８％、平成２６年度は２,０

８７名に対し３００名で１４.４％、平成２７年度は２,０５４名に対し２８４名で１３.

８％、平成２８年度は２,０３７名に対し２８３名ということで１３.９％となっており

ます。 

  以上でございます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 沖田議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○５番（沖田） 過去５年間の推移をお伺いいたしましたところ、大きな増減はないとい

うことで、予算内で支給ができていると考えてよろしいでしょうか。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 横山教育部次長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○教育部次長（横山） 予算内で対応できているということでございます。 

  以上でございます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 沖田議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
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○５番（沖田） それでは、この就学援助制度についての保護者への周知の方法と、申請

の時期と支給の時期についてお伺いいたします。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 横山教育部次長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○教育部次長（横山） まず、周知でございますが、小学校の新１年生につきましては、

入学される前の年の１１月に実施をしております就学児健診、このときに就学児健診の

御案内とあわせまして就学のしおりというものをお届けしております。この中で就学援

助制度についての説明をお伝えしているところでございます。また、中学校の新１年生

の保護者につきましては、例年でございますと２月に行われております入学説明会のと

きに、就学援助制度についての説明を行っているところでございます。 

  また、在校生につきましては、２月中に就学援助に関するお知らせ文、こちらを各児

童・生徒に学校を通じまして配布をいたしまして、周知を図っているところでございま

す。転校等がございましたら、その都度、説明をさせていただいて周知を図っていると

いうことでございます。 

  申請の時期でございますが、今申しましたように２月中にお知らせ文とあわせて申請

をしていただき、３月中旬ぐらいまでにということでお願いしているところでございま

す。 

  また、支払いの時期でございますが、学用品費、通学用品費等につきましては、各学

期ごとで精算をいたしまして、お支払いをしているという形になっております。また、

修学旅行費などにつきましては、額が確定後に支給という形になっております。 

  以上でございます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 沖田議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○５番（沖田） 済みません、支給時期なんですけれども、何月かわかればはっきり教え

てください。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 横山教育部次長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
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○教育部次長（横山） １学期につきましては７月末精算、８月振り込み、２学期につき

ましては１２月精算、１月振り込み、３学期につきましては３月精算、４月振り込みと

いうことでございます。 

  以上でございます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 沖田議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○５番（沖田） 支給の時期についてなんですけれども、ほかの市町村に比べて遅いと思

います。安芸郡内においては、海田町が７月と１２月と３月支給、坂町が７月と９月と

２月支給となっており、府中町においては申請書類の提出後、４月以降に認定された方

から順に翌月に支給されていると伺っております。支給時期の見直し、改善をするべき

だと思いますが、この点についていかがでしょうか。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 横山教育部次長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○教育部次長（横山） 今ございましたように、事前の支払いが可能か、あるいはそのた

めにはどのような手続、方法等が必要になるのか。また、事前支払いを行っております、

例えば近隣で言いますと府中町、こちらの支払いの手続等について参考にさせていただ

きながら、今後検討してまいりたいというふうに考えております。 

  以上でございます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 沖田議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○５番（沖田） 次に、新入学学用品費についてなんですけれども、これは１学期の学用

品とまとめて８月に支給と伺っておりますが、入学準備の時期から５カ月も経過してお

り、大変遅いと感じます。保護者からも入学式の前に支給してほしいとの切実な声を伺

っておりますが、その点についてはいかがでしょうか。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 横山教育部次長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
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○教育部次長（横山） 学用品費につきましては、いわゆる副教材、あるいは副読本等が

対象になろうかと思います。先ほどもございましたように、こういったものにつきまし

ても近隣市町のほうの支払い状況等、そういった手法等を参考にいたしながら、今後検

討させていただきたいというふうに思います。 

  以上でございます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 沖田議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○５番（沖田） 申請手続においては、前年分の給与所得証明書などの提出を審査要件と

しておりますが、入学準備の時期に間に合うように、前々年の所得で審査するようにし、

申請を１２月から翌年１月に受け付け、入学前に支給できるように制度改善されている

自治体もあります。入学準備金の支給時期については、３月中に前倒しするべきではな

いかと思いますが、いかがでしょうか。必要なときに支給されてこそ援助といえるので

はないでしょうか。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 横山教育部次長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○教育部次長（横山） 御指摘にありましたように、実際にお支払いをする生活に困窮さ

れている皆様方が、今後何とか事前の支払いとかといったことで町のほうで対応できな

いかということをしっかり検討しながら、今後考えてまいりたいと思います。 

  以上でございます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 沖田議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○５番（沖田） 母子家庭の増加や児童虐待、育児放棄などにより、祖父母が孫を育てて

いるといったケースもふえております。制度の改善は住民福祉の向上のためにも必要な

ものであると考えますので、前向きに御検討していただくよう強く要望いたしまして、

私の質問を終わります。ありがとうございました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 以上で沖田議員の質問を終わります。 
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  暫時休憩いたします。 

  再開は１３時３０分、午後１時３０分とします。 

（休憩 １１時５１分） 

（再開 １３時３０分） 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

  続けて一般質問を行います。 

  ８番、民法議員の発言を許します。 

  民法議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○８番（民法） 皆様、こんにちは。８番、民法でございます。 

  通告書に基づきまして、２点ほど御質問いたします。 

  まず１点目でございますが、子育て世代の定住対策についてでございます。三村町長

３期目においても、子育て世代の定住対策は重要な施策の一つであると思います。これ

まで８年間の実績をもとに、今後４年間の子育て世代に向けた事業への取り組みをお尋

ねいたします。 

  まず、念願の中学校の給食が１２月から始まりました。保護者からは、子供たちが温

かい御飯が食べられるとの喜びの声もありますが、給食の申し込み状況について、現状

と今後の見込みをお聞きいたします。 

  次に、平成２５年度から開始したマイホーム購入者への助成制度はことしで４年目に

なりますが、この間の成果と次年度以降の取り組みについて、また子育て支援に関する

次年度以降の新規事業をお考えであれば、あわせてお聞きいたします。 

  次に、２点目でございますが、高齢運転者の免許返納に伴う支援についてでございま

す。最近のテレビ、マスコミ報道を見ると、全国各地で高齢ドライバーによる死傷事故

が多発しております。高齢化社会の進展に伴い、平成２７年度末で免許を持っている６

５歳以上の高齢者は全国で７６１万人いて、全体の９.３％を占めており、２年前に比

べて１１０万人もふえています。また、全国で運転免許証を返納する高齢者は毎年ふえ

ていますが、その割合は高齢者全体の３％程度にとどまっています。特に、熊野町は自

家用車がないとバスかタクシーを利用するしか交通手段がありません。そのため、高齢

者になっても、買い物や通院など、車を手放せないのが実情です。運転免許証の自主的
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返納者に対して何らかの支援があると免許証を返納するきっかけになると思われますの

で、町として返納しやすい環境づくりを行うことが必要だと思います。 

  運転免許証の自主的返納者に対し、バスやタクシーの利用助成を行う自治体も出始め

ていますが、こうした支援について具体的に検討されているのか、また自主的返納を促

す警察等の取り組みの状況はどのようになっているのか。 

  以上、２点についてお聞きいたします。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 町長の答弁を許します。町長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○町長（三村） 民法議員の二つの御質問のうち、１番目の「子育て世代の定住対策につ

いて」の御質問は私からお答えし、２番目の「高齢運転者の免許返納に伴う支援につい

て」の御質問は、民生部長に答弁をさせます。 

  まず、中学校の学校給食についてでございますが、今月から町立中学校においても小

学校と同様の方式であるデリバリー方式による給食を開始いたしました。現時点での申

し込み状況は、両中学校合わせて１２８名、１８.５％の申し込みとなっております。

中学生期に必要な栄養バランス等を考慮した給食内容としており、これらの周知により

申込者の増加を図ってまいりたいと思います。 

  次に、マイホーム購入者への助成制度でございますが、平成２５年度から３年間実施

してまいりました「子育て定住促進助成金事業」は、本年度からの新規事業、「子育て

世代住むならくまの応援事業」に再編し、実施をしているところでございます。平成２

５年度以降、２６０世帯に助成を行い、このうち１０７世帯は町外からの転入世帯でご

ざいまして、人口減少に一定の歯どめをかける効果があったのではないかと思っており

ます。来年度も事業を継続実施する予定にしております。 

  来年度の新規事業といたしましては、子育て世代包括支援センターの開設を予定して

おります。本年度、組織改編により子育て支援に係る業務を統合し、窓口を一本化した

ところでございますが、子育て世代包括支援センターとして新たにコーディネーターを

配置し、妊娠期から子育て期までの切れ目のない支援体制の強化を図ってまいりたいと

考えております。 

  以上でございます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
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○議長（山吹） 清代民生部長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○民生部長（清代） 民法議員の「高齢運転者の免許返納に伴う支援について」の御質問

にお答えします。 

  近年の交通事故の発生件数は全国的に減少傾向にありますが、一方で、高齢者の運転

による事故は増加しております。本町における交通事故の発生件数は、昨年１年間の事

故件数９０件のうち、高齢者による事故は２３件の２５.６％となっており、平成２３

年の１８.４％から７ポイントの上昇がみられます。 

  次に、高齢者の運転免許証の返納状況は、昨年３８名が自主返納されており、少しず

つではありますが増加傾向にあります。自主返納が大きく伸びない要因としましては、

特典がないというだけでなく、家族が運転をやめさせたいと思っても、本人は、長年の

経験から運転技術を過信したり、認知機能の低下を自覚していないといったことが考え

られます。 

  免許の自主返納に対する支援状況は、県内のタクシー事業者が利用料金の割引を実施

されており、町内でも１社が参加されているほか、県内の自治体としては３市町が助成

をされております。 

  町といたしましては、高齢者等の交通弱者の交通手段として無料のおでかけ号を運転

しておりますので、免許返納者へは、給付型の特典ではなく、おでかけ号のより利用し

やすい運行形態の検討やくまのの暮らし応援手帳に掲載している生活応援店の拡充など、

民間の活力も含め、高齢者が生活しやすい環境整備に努めてまいりたいと考えておりま

す。 

  なお、警察においては、運転経歴証明書の発行のほか、自主返納に関する周知啓発に

努められております。町としましても、引き続き海田警察署を初めとした関係機関と連

携し、交通安全の啓発活動に努めてまいります。 

  以上でございます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 民法議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○８番（民法） 詳細に御答弁いただきまして、ほんとありがとうございます。 

  ちょっと数点聞きたいと思うんですが、１２月からのスタートということもあります
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が、中学校の給食の申し込み率がまだ低いように思いますが、保護者へのＰＲなどが必

要ではないかと思うんですが、その点いかがでございましょうか。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 民法教育部長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○教育部長（民法） ９月の全員協議会では、申し込み率の目標を４０％ということで説

明させていただきましたが、現状ではその半分ということに、１８.５％になっており

ます。 

  １１月の初めに低いということで全校生徒、それから保護者に対して、給食の試食会

を行いましたところ若干ふえましたので、今後は２月に中学生の入学者説明会がござい

ます。そういったところでまた保護者のほうに食べていただき、ＰＲをしていきたいと

思います。 

  また、現在も３学期からの、学期ごとの受け付けということで、３学期からを受け付

けておりますけども、今後、町広報ですとかホームページのほうでもこういった啓発を

さらにしてまいりたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 民法議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○８番（民法） ありがとうございます。 

  せっかくですので、どんどんどんどんＰＲして、多くの皆さんが給食を食べていただ

くように働きかけをしていただきたいと思います。 

  次に、マイホームへの購入者への助成制度でございますが、次年度も継続すれば５年

目となるわけでございますが、多世代同居などの補助といったものを広げたらいいと思

うんですが、その点、お考えはないですか。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 林開発指導課長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○開発指導課長（林） 議員御提案の多世代同居世帯への助成、そのほかに子育て環境を

改善するために増改築に対する補助とか、各自治体のほうでいろいろと事業が行われて

おります。ちょっとその情報を収集するなどいたしまして、少しちょっと研究をしてみ



－48－ 

たいと考えております。 

  以上でございます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 民法議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○８番（民法） ぜひとも前向きに検討していただきますよう、よろしくお願いいたしま

す。 

  もう１点、最後に子育てに伴う経済的な負担軽減も定住対策としては有効ではないか

と思われます。例えばですが、小・中学校への入学祝金、また中学校への通学や日常生

活の必需品でもある自転車の購入費の一部助成といった、また高校通学のためのバスの

定期代の一部助成などが考えられるかと思うんですが、こういった助成制度を設ける考

えはございますか。 

  また、以前、私も質問しておりますけども、子育て世代への支援として、誕生記念に

チャイルドシートや体毛筆の購入費の一部助成について提案をしておりますが、その後

どういった検討をされたのか、お聞きしたいと思います。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 民法教育部長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○教育部長（民法） 現在、いろいろ小学校、中学校、高校、こういった入学に関しまし

てはいろいろほんと保護者の方も負担がかかっております。特に、熊野町の中学校にお

きましては７割が自転車通学ということで、確かに自転車はほとんどの方が買っており

ます。また、高校への入学に際しましてはやはり７割の方が町外のほうへ出られており

ますので、そういったバスのほうも利用されている方は多いと思います。 

  全国の市町村においてはこういった子供の成長段階においていろいろ支援をしている

自治体もございますので、またそういったところ、住民にとって何が効果的であろうか

ということを検討させていただきたいと思います。 

  以上でございます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 民法議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
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○８番（民法） ありがとうございます。 

  中学校の給食がやっと始まりましたので、保護者や子供たちへもっとＰＲするととも

に、転入される方も安心されますので、積極的な広報をお願いいたしたいと思います。 

  マイホームへの助成は、多世代同居など幅広く研究をしていただきたいと思います。 

  また、教育費は中学生、高校生になるとたくさんかかってまいります。特に熊野は高

校生になると約７割の高校生が町外に通学しております。バス代も３年間でかなりかか

ると思います。そのあたりも踏まえて、子育て世代に優しいまちとして、成長段階にお

ける祝金なども前向きに検討していただきたいと思います。 

  続いて、高齢者の免許返納に伴う支援についてお聞きいたしたいと思います。ここ数

年、町内、または海田警察署管内、もしくは県内で、高齢者が加害者となる交通事故は

どのくらい発生しているのか、お聞きしたいと思います。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 堂森生活環境課長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○生活環境課長（堂森） 昨年１年間、町内で発生いたしました交通事故のうち高齢者に

よる交通事故は、先ほど民生部長の答弁にもございましたように２３件発生しておりま

す。交通事故全体に占める割合としましては２５.６％となっておりますが、広島県全

体では２１.１％、安芸郡４町では２０.９％の比率を示しております。よって、広島県

全体、安芸郡４町に比べまして、本町では高齢者による事故の比率が若干高い数値とな

っておりますが、これにつきましては、高齢化率の絡み等もありまして一概に言えない

ものと考えております。 

  以上でございます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 民法議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○８番（民法） ありがとうございます。 

  次に、町内、または海田警察署管内で、高齢ドライバーの運転免許証の自主返納を促

すためのどのような取り組みがなされているのでしょうか。また、町内の返納者の推移

を教えていただきたいと思います。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
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○議長（山吹） 堂森生活環境課長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○生活環境課長（堂森） 海田警察署のほうでポスターを作成されまして、配布等、自主

返納の制度の周知に努めておられます。先日も本町のほうにポスターの掲示のほうの依

頼がございましたので、庁舎内及び各公民館等に啓示をしたところでございます。 

  続きまして、町内の運転免許返納者の数ということでございますが、平成２３年には

５名、２４年に１７名ということで推移しておりましたが、平成２７年には３８名、２

８年、ことしにつきましては１１月までの数値でございますが４９名の自主返納があっ

たというようにお聞きしております。増加傾向にあるかと思っております。 

  以上でございます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 民法議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○８番（民法） 年々、少しずつはあるわけでございますが、ふえているということです

よね。 

  次に、県内の市町の中には自主的返納した方に、一度限りですが交通費を支給してい

る自治体もあるようでございます。支援を検討する時期に入っていると思いますが、ど

のようにお考えでしょうか。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 清代民生部長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○民生部長（清代） 先ほどの答弁の中で、自主返納された方に対して三つの市町が助成

しているというふうにお答えいたしました。金額は１万円程度のものが多くて、助成自

体は１回だけということです。自主返納を促す一つの要因にはなるとは考えております

が、まず一度だけの給付というよりも、免許を返しても困らない。全く困らないという

ことはないと思いますので、余り困らないような、そういったような環境づくりがまず

は大事だというふうに考えております。まずそういうことを取り組んでまいりたいと思

っております。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 民法議員。 
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○８番（民法） ありがとうございます。 

  自主的返納をした方が運転経歴証明書を、これは警察署が発行するんですよね、と思

いますが、例えば町内の店舗で提示すれば、何かのサービスが受けられると自主的返納

がふえると思います。商工会などに協力していただき、町内の店舗などに高齢者運転免

許証自主返納者に対する特典サービスを提供してもらうような働きかけをしてはどうか

と思うんですが、そうすれば町内の買い物等の利用客がふえるんではなかろうかと思い

ますが、いかがですか。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 加島高齢者支援課長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○高齢者支援課長（加島） 商工会との協力ということですが、先ほど部長が答弁いたし

ました暮らしの応援手帳、この作成に当たりまして商工会のほうに御協力をいただきま

した。暮らしの応援手帳は平成２５年度と２６年度、２カ年かけて行ったものですけど、

高齢者になられると何かと生活に困られることが多くなるということもございまして、

身近な商店などが行っている暮らしに便利なサービスがどのようなものがあるかという

ことを町内の事業所に送って取りまとめたものになります。広く高齢者だけでなくて、

広く町民の方に利用していただくということで、平成２６年１２月に全戸配布をさせて

いただいております。 

  現在も商工会、あと自治会、民生委員、あと介護の事業所を含めた生活支援コーディ

ネーター会議ということを行っておりまして、生活支援に関することの協議を行ってい

るということがございます。そういうこともありまして、先ほど議員からの御提案がご

ざいましたことについては、商工会のほうに御提示をしてみたいと思っております。 

  以上でございます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 民法議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○８番（民法） 一つよろしくお願いいたします。 

  最後に、特典が受けられる協賛店が町外にもふえると自主的返納がふえると思います。

こうした取り組みは、本来広島県警察が主体的に取り組むべきではなかろうかと思いま
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すが、広島県警察ではそのような考えはございませんか。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 堂森生活環境課長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○生活環境課長（堂森） 県警のほうの考えということでございますが、運転免許制度に

おけます高齢運転者対策といたしましては、これは法律の関係になりますが、運転免許

自主返納制度のほかに、運転免許更新時におきまして、認知機能検査というのがござい

ます。平成２９年３月施行の道路交通法の改正により、認知症対策が強化されるという

ことになっております。また、高齢者が運転免許を保有することにつきましては、多様

な意見があろうかと思います。広島県警察のほうでは認知機能検査の適切な実施のほか

に、先ほども申しましたポスター等による高齢者運転免許証自主返納制度の周知等にま

ずは努めてまいりたいということをお聞きしております。 

  以上でございます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 民法議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○８番（民法） 本町はマイカーがないと生活が大変不便でございます。なかなか免許を

手放せないというのが現状かと思います。しかし、最近高齢ドライバーが関係した事故

が多いように思います。町としても免許返納への取り組みが重要と思います。マイカー

からバスやタクシーへ乗りかえることを、警察と連携して周知に努めていただきたいと

思います。 

  また、返納者へのサービスとして、町が給付型の支援を行ったり、町と商工会やタク

シー業界などが一体となって特典を検討することも必要と考えております。今後も高齢

ドライバーはふえてまいります。安全、安心なまちづくりを進めるため、これからも前

向きにいろいろと検討していただきたいと思います。 

  以上で質問を終わります。ありがとうございました。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 以上で民法議員の質問を終わります。 

  続いて、１０番、大瀬戸議員の発言を許します。 

  大瀬戸議員。 
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○１０番（大瀬戸） １０番、大瀬戸でございます。 

  公共施設の維持管理と改修、修繕について質問いたします。 

  高度経済成長の右肩上がりの時代に全国的に多くの公共施設が建設されました。人口

もふえ続け、さまざまな行政サービスのニーズが高く、スポーツや文化施設、集会所や

博物館などもこの時期に各自治体がこぞって建設していました。また、子供の数もふえ

て、教育環境も大きく変わり、学校施設も木造から鉄筋コンクリートに建てかえられま

した。本町においては、小学校が２校、中学校が１校新設され、校舎はほとんどが新し

くなりました。しかしながら、ほぼ同じ時期に建てられたこれらの公共施設が築３０年

以上経過し、耐用年数には至らないまでも、大規模改修が必要な状況になっております。 

  町内に多くある老朽化した公共施設はこういった改修や修繕を今後し続けなければな

りません。当然、多額の費用がかかります。今は既に右肩下がりの時代です。自主財源

も３割で、生産人口はふえる見込みもなく、税収は減少する中、超高齢化対策や子育て

支援、教育といった差し迫った課題を削減するわけにもいかない状況で、いかにして公

共施設を維持していくのか、速やかな現状認識とその対応が必要と考えますが、その計

画はなされていますでしょうか、質問いたします。 

  以上です。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 町長の答弁を許します。 

  町長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○町長（三村） 大瀬戸議員の「公共施設の維持管理と改修・修繕について」の御質問に

お答えいたします。 

  本町の公共施設につきましては、議員御指摘のとおり、多くの施設が建設後の経年に

より老朽化が進んでおり、今後の維持、修繕に係る財政負担の増大が懸念されるなど、

大変重要な課題であると認識いたしております。 

  こうした施設の老朽化の課題は全国共通のものであり、これを踏まえた総務省の要請

により、昨年度、本町の公共施設の維持管理に関する基本的な方向性を示す熊野町公共

施設等総合管理計画を策定したところでございます。今後、この管理計画を踏まえ、そ

れぞれの施設ごとの維持、管理の方法を検討してまいりたいと考えております。 
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  詳細につきましては、副町長が答弁いたします。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 内田副町長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○副町長（内田） 大瀬戸議員の「公共施設の維持管理と改修・修繕」について、詳細に

お答えをいたします。 

  町長の答弁にもございました公共施設等総合管理計画につきましては、国が作成した

インフラ長寿命化基本計画に基づき、各自治体で策定するよう求められたもので、本町

の公共施設等の維持管理、更新等の基本的な方向性を示すものとなります。 

  公共施設は、庁舎や公民館、学校などの建物施設と、道路や水道などのインフラ施設

の二つに大きく分けられますが、本町の保有するこれらの公共施設の現況と将来的な見

通し、課題などから、今後の管理に関する基本的な考え方について整理したものでござ

います。 

  管理等の具体化につきましては、現在保有している建物施設を経過年数等に従って一

律に改修更新していくことは現実ではございませんので、施設の老朽度等の実態に即し

て計画的に長寿命化のための修繕を行うとともに、建てかえなどの際においては、施設

規模の適正化を図ることが重要と考えます。 

  今後、このような観点を踏まえた施設ごとの計画を策定するなど、維持管理等の適正

化について検討を進めてまいります。 

  以上でございます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 大瀬戸議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○１０番（大瀬戸） ありがとうございます。 

  公共施設と言いましても、数あると思うんです。まず、町内のいわゆる公共施設の数

ですね。小さなものは別として、居室のあるような公共施設の数というのがわかれば。

面積は大体わかるんですけど、数のほうが、何棟あるというのがわかりましたらお願い

します。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 西村企画財政課長。 
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○企画財政課長（西村） 済みません、ちょっと棟数は把握しておりませんが、面積につ

きましては延べ床面積として７万７,０００平米という形で数値を持っております。 

  以上でございます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 大瀬戸議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○１０番（大瀬戸） ありがとうございます。 

  私もつい最近知ったこの熊野町公共施設等総合管理計画、先ほど町長がことしの３月

に制定したと言われた計画ですが、ここを見ますと７万７,０００平米というのが載っ

ておりました。実は、これ私はごく最近まで知らなかったんですけれど、これは大変い

い計画が立てられているなというふうに思って、また後で中身について触れますけれど。 

  今言われるように、公共施設といえば建物と、それから上水、下水の配管とか排水施

設とか、橋やら道、あと河川とかあると思うんです。 

  まず、インフラのほうですが、ちょっと質問させていただきます。インフラに関して

は、例えば私が３月に質問した上水に関しての上水ビジョンが来春できるというふうに

聞いておりますので、それを待とうと思っております。また、下水のほうもストックマ

ネジメントをこれからやるということですので、出てくるんだと思います。それから、

橋梁、道路、河川などあると思うんですが、ざっくりと今のインフラの関係の状況を教

えていただきたいと思います。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 沖田建設部長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○建設部長（沖田） 町内のインフラについての維持管理等についてということでござい

ます。議員さんおっしゃられるとおり、上水道、そして公共下水道については、ただい

ま業務を発注中で、今年度ですね、しておる状況でございます。上水については上水道

ビジョンの業務、公共下水道につきましては主に熊野団地におきまして老朽化の調査を、

これ下水道の配管内にカメラを通して調査する業務を、ただいま今年度は発注しておる

という状況です。 

  次に、橋梁につきましては、おととしから老朽化の調査、これ法令で点検が義務づけ
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られておりますけれども、おととしから点検業務に入っておりまして、今年度が最終と

なっております。今年度で全ての橋梁の点検が終わるというところになっております。 

  次に、町道関係につきましては、この劣化度の調査を既に行っておりまして、その調

査によって舗装等の劣化度の悪いところから手をつけておるという状況でございます。 

  あと、町営住宅がございますが、こちらについては既に長寿命化計画策定済みでござ

いまして、計画的に予算内で維持補修を行っておるというところでございます。 

  以上です。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 大瀬戸議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○１０番（大瀬戸） わかりました。インフラのほうは計画段階ということであるという

ことで、調査としては進行中ということだと思います。これはまたこれで時を改めまし

て、また取り上げてみたいなと思っております。 

  まず、きょうはインフラはそのぐらいにしまして、建築物につきましての話をしたい

と思っております。先ほどもありました総合管理計画というのを見ておりますと、公共

施設の約半分、半数以上が学校施設なんですね。５２％というふうになっておりますけ

ど、学校施設が半分以上あります、熊野町の場合は。これ先ほど全体の数を聞きました

けど、もしわかれば学校だけでもいいですから、数がわかればお願いいたします。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 民法教育部長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○教育部長（民法） 現在、小学校４校、中学校２校、計６校でございますが、棟数のほ

うは増築とかいろいろしまして２７棟ございます。 

  以上でございます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 大瀬戸議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○１０番（大瀬戸） 熊野町にとっては、建物として規模の大きいものがほぼ学校施設に

集まっているといえると思います。耐震化が一通り済んだとはいえ、まだまだ老朽化が

直ったわけではない状況ではないかと思っています。その２７棟の老朽化の状況がわか
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ったら教えてください。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 民法教育部長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○教育部長（民法） ２７棟のうち、最近３年ぐらい前ですか、第三小学校北棟、これは

一番新しい建物でございます。それから、昨年度、熊中の南校舎、こちらも耐震並びに

大規模改造をやりましたので、残りの２５棟が古いというところで、ほとんどが昭和５

０年代ぐらいに建てられたものが多いもんですけども、大体経過、大規模が終わってか

ら早いもので９年、長いものでは４４年とかなり開きがございますけども、そういった

状況でございます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 大瀬戸議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○１０番（大瀬戸） ありがとうございます。 

  ということで、ほとんどがかなり、一時期に建てておりますからほとんどが古いとい

うことであろうと思います。これの老朽化と言いましても、躯体、建物そのものだけの

老朽化ではなくて、設備、水道ですとか、電気とか、学校に空調はないと思うんですけ

ど、空調のあるものは空調ですとか、そういった設備も老朽化して、ランニングコスト

もそれなりにやっぱり古ければ古いほどかかってくるのではないかと思っていますが、

これにつきまして、学校における大規模改修なり更新なりの計画というのが今あればお

願いします。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 民法教育部長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○教育部長（民法） 大規模改造の計画ということでございます。今年度、東中学校の普

通教室棟のほうを大規模改造するということで、やっと１１月に内示をいただきました

ので、今年度から来年度にかけて行います。これがやはり大きい教室なもんですから、

２カ年かかってやるということで、当面はこちら東中学校を行いまして、その次には第

一小学校のほうの大規模改造に入りたいと思っております。そのときに、先ほど言われ

ました設備のほうでございますが、大規模改造にあわせましたら、トイレ等設備のほう
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も改修する予定でございます。 

  以上でございます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 大瀬戸議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○１０番（大瀬戸） 先ほどことし東中に取りかかることになったということですが、２

カ年に分けてやる意味というのは、どういうことがあるんでしょうか。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 民法教育部長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○教育部長（民法） ２カ年に分けるということがございますが、今回の１期工事も１億

８,０００万ぐらいの工事でございます。当然、２期目もやはり２億近くかかっており

ます。文科省の国庫の交付金の関係でございますが、１棟に対して２億円までの補助対

象ということになっております。ということで、一度にいたしますと４億しても２億円

分までの補助対象しかもらえません。 

  それともう１点、一度にするということになりますと、夏休み中だけでは間に合いま

せんので、やはり仮校舎を建てて生徒をそこに動かしてやるということになりますと、

やはり結果的には１年でやったほうが高くつく、町の持ち出しも多いということで、２

カ年に分けてやる計画でございます。 

  以上でございます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 大瀬戸議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○１０番（大瀬戸） わかりました。 

  今、２７棟あるうちの二つ新しい程度で、あと２５棟は何がしかの改修が必要だとい

うことでありますが、これを例えば毎年１棟ずつ大規模改修をしても２５年かかるわけ

でありまして、そのころには次のが建てかえなきゃならないだとか、あるいはもうすぐ

に次のがかかるというようなことになって、本当に追いかけても追いかけてもこれ追い

つくことはない状況がこれから続くと思うんですね。 

  このまま大規模改修を１年、次は何とか小学校の何とか棟とかいって、毎年毎年し続



－59－ 

けていくのかどうなのか、そのあたりをちょっと聞いてみたいと思います。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 民法教育部長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○教育部長（民法） やっと前年度、耐震工事が終わりました。それでおくれとった大規

模改造のほうに取りかかって、正直いいまして２５棟あれば１年ずつやっても２５年か

かろうかと思いますけども、やはり今後の児童・生徒数の推移、こういったものを見な

がらになろうと思うんですが、現在のところは１回線はやってく、子供のやはり環境を

よくするということで、やはり１回線は続けていくという計画でございます。 

  以上でございます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 大瀬戸議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○１０番（大瀬戸） わかりました。 

  それでは、この管理計画につきまして触れてみたいと思います。実は、私が質問した

いような内容はちゃんときれいにまとめられておりまして、これならいいではないかと、

非常にとまどっておるような状況なんですが。 

  まず一つですけれど、これは熊野町として公表されてあるものですから、熊野町とし

ての意識で書かれたものだと思うので質問いたしますが、公共サービスのあり方を今後

は見直していくことが必要であるというふうに、これには書かれております。この春、

同時に人口ビジョンも発表され、後期の総合計画も発表されたときにこれも同時に発表

されておりますわけですから、関連性は当然あるわけですが、ここに人口減少、少子化、

超高齢化、そして人口ビジョンの状況、これを踏まえて、じゃあ見直しが必要であると、

公共サービスのあり方を見直す必要があると書いてあるのは、具体的にどういったこと

なのかというのをちょっと聞いてみたいと思います。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 西村企画財政課長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○企画財政課長（西村） まず一つは、先にお断りをさせていただきたいと思います。先

ほど町の公共施設の棟数につきまして、ちょっと今不明だということで申し上げたんで



－60－ 

すが、今手元の資料のほうにおきまして、５２施設で１０９棟であることがわかりまし

たので御報告申し上げます。 

  続きまして、今のサービスのあり方についてでございますが、まず昨年策定いたしま

した公共施設等総合管理計画でございますけども、これは本町の公共施設の管理に関し

ての検討を行ったまず第一歩の計画ということでございまして、人口ビジョンでお示し

した人口減少を踏まえた検討はしておりますが、ただ、やはり個々の施設を細かく検討

して積み上げたものではございません。大まかな施設の管理の方向性を示したものとし

ております。今後、役場内部や関係機関などと調整を行いながら、計画の熟度を上げて

いかなくちゃいけないと思います。サービスにつきましても、そういったところの観点

をもちまして、また役場内部のほうで検討していかなくちゃいけないものと考えており

ます。 

  以上でございます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 大瀬戸議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○１０番（大瀬戸） 恐らく準備段階のいわゆるマニュアル本みたいなもんではないかと

は思うんですが、それが財源不足、これから公共施設を修理、改善、あるいは更新とか

し続けたら、財源不足になる状況も予想されるという文章も実はあります。１０ページ

にあります。これ実はこのあたりをお話ししようかと思っておったんですけど、ちょっ

と改めてさせていただきます。 

  ちょっと飛んで、実はこれ試算してあるんですね、この管理計画には試算してありま

して、お手元にあれば見てください。１２ページなんですが、恐らく議員さんはお持ち

でないと思います。これは町のホームページから抜粋したものです。今後保有する公共

施設の更新費用の総額が、今後４０年で３１８億円。４０年でね。年平均８億円かかり

ますと、これ建築物だけです。８億円かかります。今は３.１億円かかっています。ほ

ぼ５億円近いお金が足りなくなります、毎年ね。こういうふうに試算してあります。こ

れは熊野町のことですからね、我が町の話です。インフラのほうは同じく９億３,００

０万かかるというふうに書いてあります。あわせて１７億円ぐらい、毎年ですからね、

４０年間。こういう試算が出ています。 

  こういう試算が出ていくということになると、明らかに本当にこれが現実的ならばち
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ょっとそうのんびりしてられないんじゃないかと思うわけですが、このあたりの数字に

関してはどうなんでしょうか。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 岩田総務部長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○総務部長（岩田） 最初の答弁のときからありましたように、各施設はそれぞれ考える

なり、ばらばらに考えると、ちょっとまとまりませんので、まず共通してどういうふう

な方針でまとめたらいいかというのをまとめたものがこの公共施設計画ということであ

りますので、個々のものの改造計画をそれぞれ積み上げたものではないということでご

ざいます。 

  それから、全体像をあえて数字で上げたのは、今保有している床面積、建物ですね、

それからインフラについて、これらを全て例えば学会が定めておる基準に、耐用年数等

に従って機械的にやっていくとこれだけの数字が出る財産を今保有しているということ

をちゃんと前提条件としてつかむために出す・・・でございます。 

  ですから、この後段にありますように、これは例えば日ごろの日常管理とか、定期的

な点検等をやって長寿命化を図って、トータルコストを下げていこうと。それとか年々

の投資額というのはどうしてもほかの事業のサービスも必要でございますので、限られ

てきますので、そういった平準化を図るという必要も今後出てくるという課題を投げか

けているものでありますので、これを受けまして、今後個別に計画を立てて、若干人口

だけではなく、利用者の状況であったり、人口構造によってそれぞれの施設のニーズは

必ず今後変化してくるものと思われます。今から４０年先のニーズを確実に見通すこと

はちょっと困難で、少なくとも今のような３年、５年のスパンの把握ではだめだと思い

ますので、これをしっかり詰めて、最低でも１０年とか１５年ぐらいのレベルでは把握

できるようにしていきたいと思います。 

  それから、先ほど来出ております設備関係も非常に重要であると認識しております。

建物とは耐用年数が全然違うスパンの話でございますし、これは日ごろ管理をしても調

達する部品がなくなるというようなこういった状況もございますので、非常にこれも計

画を立てにくいとこはあるんですが、最新鋭の部材を使ったりとか、ＬＥＤなんかのよ

うな省エネとか、耐久性の高いものを使って耐用年数を延ばしていくとような、このよ

うなこともこの中で検討していくべきではないかというふうに書いてあると思いますの
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で、これらをそれぞれ施設ごとにちょっと考えて、最終的には全体像を把握していきた

いと、こういうふうに考えております。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 大瀬戸議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○１０番（大瀬戸） ある意味わかります。そのとおりだと思います。ただ、危機的な状

況にあるよという問題提起をみずからしたということだと思うんです。それはすべきだ

し、当然こんなことになってるんだからどうするかという話になってくると思うんです。 

  いろいろやり方としてはこれからだとは思うんですけど、これが３月の時点で発表し

て、部課横断の対策グループをつくるというふうにうたってあったと思うんですよ。横

串機能というんですかね、横断的な組織である公共施設等マネジメント組織の設置を検

討するとうたってあります。設置を検討するとあるんですけど、設置を検討しているん

ですか、それとも設置をするんですか、したんでしょうか。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 岩田総務部長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○総務部長（岩田） これはまだ設置をしてございません。全体像がある程度わかった段

階で、それを１冊にまとめるのがいいかどうかはともかくとして、町の中でまず全体を

きっちり把握するということが大事ですので、そういった計画は進捗状況にあわせて必

ず前もって設置をしたいというふうには考えております。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 大瀬戸議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○１０番（大瀬戸） ということは、調査はしているんですかね。棟ごととか、一つずつ

の公共施設に対してある程度データを集めなきゃならないと思うんですが、その作業は

どうですか。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 岩田総務部長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○総務部長（岩田） 横断的な組織をつくって、それで全体的な取りまとめを例えばコン
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トロールすると、こういうことは考えておりません。指針となる計画はできております

ので、基本はそれぞれの部署にその専門の検討する、いろんなつながりがあると思いま

すので、そちらでやっていただいたものの進捗にあわせて、適宜必要な時期に設置をす

るというふうになると思います。 

  以上でございます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 大瀬戸議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○１０番（大瀬戸） せっかくこういう計画を立てたんですから、３月に発表しているわ

けですから、直ちに私は動いているものかと思っておったんですよ。動くべきではない

かと思うんです。何もしなかったら８億円かかるよみたいなことに書いてあるわけです

から、待てば待つほど時間はかかるわけで、ほかのこともしなきゃならないんですが、

これで少しでも公共施設の今後の更新なり、改修なり、コストを下げるためにも早い対

応が必要だと思います。そうしないと高齢化の扶助費とか、そのあたりがこれからどん

どんふえるのに、あるいは先ほど来の話で、子育てに力を入れようとかいうことを思っ

ても、こういうことで追っかけられたら肝心かなめの福祉ができなくなるということに

なりかねないので、この辺はすぐに準備して、少なくともデータを集積して、それぞれ

対応をどうしていくのかと。よその自治体ではそれぞれ全部調査して、次の耐用年数の

ところでこれは解体しますとか、いろんなことをやっているところもあります。そうい

う調査は私はすぐ必要であって、データベースをつくれっていう話がこれにも多分書い

てあったと思うんですけど、そのとおりだと思います。すぐに動いていかなければいけ

ないとこれに書いてあるんですから、すべきだと思うんですが、どうでしょうか。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 岩田総務部長。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○総務部長（岩田） まずは御指摘のとおりだというふうに思います。 

  先ほどちょっとおっしゃってましたけども、学校を除きますと、約半数以上学校なん

ですけども、それを除きますと町民会館、それから環境センターが約３０年ぐらいでし

ょうか。筆の里工房が２０年。その他の庁舎、図書館、くまのみらいの関係、公民館、

それから健康センター、ふれあい館等々は全て十数年というような経過もございまして、
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こういったことがあって、直ちに将来に向かって改造計画が準備できてなかったという

面は確かにあろうかと思いますので、これは早いうちからやるべきじゃないかという御

指摘だと思いますし、計画もそうなってますので取り組みたいと思います。 

  特に大きなものはやっぱり学校関係になるので、これは教育委員会のほうからという

ことになるんでしょうけども、やはり人口減とか、生徒数だけではなくて、例えば特別

教室の問題であったりとか、例えば児童も同じ児童なら同じ環境でぜひ勉強してもらい

たいと、そういうような思いもあるでしょうし、先ほど財源の話も出てましたので、ど

うしても各年の投資額が決定してくるということがありますので、５年間ぐらいの計画

はつくっておるようですけども、特に棟数も多いものですから、教育委員会のほうには

そのあたりを今から協議させてもらいたいというふうに思います。 

  以上です。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 大瀬戸議員。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○１０番（大瀬戸） ぜひ早速取り組んでいただきたいと思います。 

  繰り返しになりますけど、改修とか建てかえとかの計画を立てて有効にやることと、

それから年が来たから大規模だ、あるいは建てかえだとかいう。次はここ、次はここと

延々に繰り返すと絶対破綻が来ますので、１個ずつに関して、特に学校施設だと思うん

ですけど、１個１個に対して今の規模が適正なのかも含めて、あるいは用途が適正なの

かも含めて、場合によっては転用やら複合化、機能統合とか、そういうこと。それから、

どれだけの頻度で使われているものなのかとか、もう一遍ニーズももう一回チェックし

て、それをベースに更新の計画を個別に立てていって、８億かかるところを７億に抑え、

６億に抑えていく。そういうところに、今岐路に立っているんではないかと思いますの

で、ぜひとも早急に着手していただきたいと思います。 

  以上です。終わります。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（山吹） 以上で大瀬戸議員の質問を終わります。 

  暫時休憩いたします。 

（休憩 １４時３０分） 


